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■伊勢崎市のホームページ　http://www.city.isesaki.lg.jp�
■人口と世帯（8月1日現在）●人口208,533人（男104,498人・女104,035人）●世帯数 75,746戸�

衆議院議員総選挙 ･････････････････････p.2～5�
公立保育所・私立保育園の入園児募集 ･････p.8～9�
�

高齢者の福祉サービス ･････････････p.6～7�
市民病院職員募集 ･･･････････････････p.13�
�

◆主な内容◆�

（中とじ）国勢調査にご協力を　抜き取ってご利用ください�

�

８月６・７日にいせさきまつり、８月６日
にあずま夏まつり、８月16日に赤堀夏ま
つりがそれぞれ開催されました。みこし
コンクールで威勢の良い掛け声が飛び
交ったいせさきまつり。まつりの最後を
色とりどりの鮮やかな花火で飾ったあず
ま夏まつり。地区の山車が一堂に集まり、
激しいたたき合いを披露した赤堀夏ま
つり。それぞれの会場には大勢の人が集
まり、真夏の祭典を楽しんでいました。�

だ　し�
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投
票
の
資
格
が
あ
る
人
に
、
投

票
所
入
場
券
を
郵
送
し
ま
し
た
。

投
票
所
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
よ
く
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

入
場
券
は
世
帯
ご
と
に
、
は
が

き
で
届
き
ま
す
。
一
枚
の
は
が
き

に
四
人
ま
で
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

五
人
以
上
の
場
合
は
、
複
数
の
は

が
き
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

投
票
所
へ
行
く
と
き
は
、
は
が

き
の
中
を
開
い
て
あ
ら
か
じ
め
個

人
ご
と
に
切
り
離
し
て
、
本
人
が

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

入
場
券
が
届
か
な
い
と
き
、
あ

る
い
は
紛
失
し
た
と
き
は
、
投
票

日
当
日
に
投
票
所
へ
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
れ
ば
そ
の
場
で
再
発
行
し

投
票
で
き
ま
す
。

投
票
に
出
か
け
る
と
き
は
、
必

ず
入
場
券
を
持
参
し
、
投
票
所
の

受
付
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

上
図
の
と
お
り
、
最
初
に
小
選

挙
区
の
投
票
用
紙
を
受
け
取
り
ま

す
。
候
補
者
の
氏
名
を
記
入
し
投

票
箱
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

次
に
比
例
代
表
の
投
票
用
紙
と

国
民
審
査
の
投
票
用
紙
を
受
け
取

り
ま
す
。
比
例
代
表
は
政
党
の
名

称
ま
た
は
略
称
を
記
入
し
、
国
民

審
査
は
辞
め
さ
せ
た
い
裁
判
官
の

欄
に
×
を
記
入
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

別
々
の
投
票
箱
に
入
れ
て
く
だ
さ

い
。宣

誓
書
を
提
出
し
た
ら
、
投
票

用
紙
に
記
入
し
て
投
票
箱
に
入
れ

る
だ
け
。
期
日
前
投
票
は
と
て
も

簡
単
で
便
利
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
不
在
者
投
票
で
は
、

投
票
用
紙
を
封
筒
に
入
れ
封
筒
に

署
名
し
て
い
ま
し
た
が
、
簡
素
化

さ
れ
投
票
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

投
票
日
に
仕
事
の
都
合
や
旅
行

な
ど
で
投
票
が
で
き
な
い
場
合
に

は
、
ぜ
ひ
期
日
前
投
票
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

期
間

九
月
十
日
（
土
）
ま
で

※
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

は
九
月
四
日
（
日
）
か
ら

時
間

午
前
八
時
三
十
分
〜
午
後

八
時

※
土
･
日
曜
日
も
行
い
ま
す

会
場

市
役
所
本
庁
本
館
１
階
コ

ー
ナ
ー
・
赤
堀
支
所
・
あ
ず
ま
支

所
・
境
支
所

持
参
す
る
も
の

入
場
券

投

票

所

入

場

券

を

郵

送

し

ま

し

た

投

票

の

流

れ

（
三
種
類
の
投
票
）

期

日

前

投

票

は

と

て

も

便

利

で

す

衆議院議員は小選挙区選挙と比例代表選挙の2種類の選
挙から選出されます。
●小選挙区選挙（定数300人）＝候補者名を書いて投票　
全国を300選挙区に分け、1選挙区から1人を選びます。

群馬県では5つの選挙区から5人を選び、本市は第2区に
該当します。
※第2区＝桐生市の一部（旧桐生市）・伊勢崎市・佐波

郡玉村町・太田市の一部（旧藪塚本町）・新
田郡笠懸町・山田郡大間々町

●比例代表選挙（定数180人）＝政党名を書いて投票
全国を11選挙区に分けます。群馬県は北関東選挙区に

該当し、20人を選びます。
※北関東選挙区＝茨城県・栃木県・群馬県・埼玉県

国会議員　→　衆議院議員（定数480人、任期4年）
→　参議院議員（定数242人、任期6年）

選挙のしくみ�選挙のしくみ�選挙のしくみ�

名簿対照�
投票用紙の交付�
（小選挙区）�

投票の流れ�

投票用紙の同時交付�
（比例代表・国民審査）�

投　票�
（小選挙区）�

投　票�
（別々に投かん）�

投票記載台�

投票記載台�

受付�

（
比
例
代
表
）�

（
国
民
審
査
）�

入
口
�

出
口
�

9・11 衆議院議員総選挙

届いたはがきの表面と裏面の�
両方を開いてください。�

個人名が記載して�
あります。切り離して�
お持ちください。�



4

●
一
定
の
障
害
を
持
っ
た
人
の
郵

便
に
よ
る
投
票

重
度
の
身
体
障
害
者
や
戦
傷
病

者
の
人
で
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦

傷
病
者
手
帳
、
ま
た
は
県
知
事
の

証
明
書
な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い

て
、
障
害
の
程
度
が
表
１
の
基
準

に
該
当
す
る
場
合
は
郵
便
に
よ
る

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

投
票
に
は
郵
便
投
票
証
明
書
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
市
選
挙
管
理

委
員
会
に
、
身
体
障
害
者
手
帳
、

戦
傷
病
者
手
帳
ま
た
は
介
護
保
険

の
被
保
険
者
証
を
添
え
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

※
こ
れ
ま
で
使
用
し
て
い
た
証
明

書
は
市
町
村
名
が
変
わ
っ
て
も
引

き
続
き
使
用
で
き
ま
す

投
票
の
方
法

①

所
定
の
申
請
書
に
郵
便
投
票

証
明
書
を
添
え
、
市
選
挙
管
理

委
員
会
に
投
票
用
紙
を
請
求
し

ま
す

※
請
求
期
限
＝
九
月
七
日
（
水
）

②
　
投
票
用
紙
が
送
付
さ
れ
ま
す

③

こ
の
投
票
用
紙
に
記
載
し
、

市
選
挙
管
理
委
員
会
あ
て
に
郵

送
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い

●
病
院
や
施
設
で
投
票

都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
の

指
定
す
る
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な

ど
に
入
所
し
て
い
る
人
は
、
病
院

長
な
ど
に
投
票
し
た
い
旨
を
申
し

出
れ
ば
、
そ
の
病
院
な
ど
で
投
票

で
き
ま
す
。

市
内
の
施
設
は
表
２
の
と
お
り

で
す
。

●
滞
在
地
で
投
票

長
期
出
張
中
の
場
合
な
ど
で
も
、

最
寄
り
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

投
票
日
の
前
日
ま
で
に
市
選
挙

管
理
委
員
会
に
直
接
ま
た
は
郵
便

で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

希
望
す
る
人
は
投
票
所
で
係
員

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

●
点
字
投
票

各
投
票
所
に
点
字
器
を
用
意
し

ま
す
。
対
象
は
目
が
不
自
由
で
、

点
字
の
で
き
る
人
で
す
。

●
代
理
投
票

係
員
が
代
筆
す
る
制
度
で
す
。

対
象
は
身
体
の
故
障
な
ど
の
た
め

に
、
候
補
者
の
氏
名
な
ど
を
投
票

用
紙
に
自
分
で
書
く
こ
と
が
で
き

な
い
人
で
す
。

投
票
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

不
在
者
投
票

点
字
投
票
と
代
理
投
票

候補者・政党などを知るには
選挙公報が新聞折り込みで配布されます。

候補者や政党の政策などが掲載されますので
ご覧ください。
朝日、毎日、読売、東京、産経、上毛の各

新聞の朝刊に折り込む予定ですが、これ以外
の新聞を購読している世帯、または新聞を購
読していない世帯の皆さんには、市選挙管理
委員会へ連絡いただければ選挙公報を郵送し
ます。なお、次の施設にも置いてあります。
設置施設 市役所（本庁）、各支所、地区公
民館、市内郵便局、各地区長・区長宅、市内
の朝日、毎日、読売、東京、産経、上毛の新
聞専売所（新聞販売店）

※候補者のポスターは市内489か所の公営ポ
スター掲示場に掲示します

開票と速報
開票 午後9時から絣の郷（スポーツ交流館）
で行います。
速報 インターネットによる速報を行います。
●投票＝午前9時現在の状況から2時間ごと

（午後5時以降は１時間ごと）に確定
まで

●開票＝午後10時現在の状況から30分ごと
に確定まで

表1 障害程度基準表�

身体障害者手帳�

戦傷病者手帳�

両下肢の障害の程度がこれらの障害の程度に該当す�
ることにつき県知事が書面により証明した人�

介護保険�
被保険者証�

要介護状態区分�要介護5

交付の日から�
7年�

上肢または視覚�
の障害の程度が�
1級�

上肢または視覚�
の障害の程度が�
特別項症から第�
2項症まで�

上肢または視覚�
障害につき県知�
事が証明した人�

両下肢・体幹の�
移動機能障害�

心臓・腎臓・呼�
吸器・ぼうこう・�
直腸・小腸の機�
能障害�

ヒト免疫不全ウ�
イルスによる免�
疫機能障害�

両下肢・体幹の�
障害�

内臓機能の障害�

1級・2級�

1級・3級�

1級から3級�

恩給法別表第1�
号表ノ2特別項�
症から第2項症�

恩給法別表第1�
号表ノ2特別項�
症から第3項症�

交付の日から介�
護保険の被保険�
者証に記載され�
ている要介護認�
定の有効期間の�
末日まで�

代 理 記 載 �
制度の適用�

有 効 期 限 �
級別および
区 分 �

障害の記載
内 容 �

手帳などの
種 類 �

表2 不在者投票のできる市内の病院や施設一覧�

病 院 お よ び 施 設 名� 住　　　所�

市民病院�

大島病院�

美原記念病院�

伊勢崎福島病院�

伊勢崎佐波医師会病院�

石井病院�

鶴谷病院�

原病院�

県立精神医療センター�

特別養護老人ホーム愛老園�

特別養護老人ホーム恵風荘�

特別養護老人ホームロータスヴィレッジ�

特別養護老人ホームゆたか�

特別養護老人ホームことぶきの郷�

特別養護老人ホームローズヒル�

市養護老人ホーム�

特別養護老人ホームいこいの里�

特別養護老人ホームサルビア荘�

介護老人保健施設アルボース�

介護老人保健施設ひまわり�

介護老人保健施設まゆ玉�

介護老人保健施設旭ヶ丘�

県立身体障害者�
リハビリテーションセンター�

連取本町�

太田町�

太田町�

大手町�

下植木町�

波志江町三丁目�

百々�

上武士�

西国定下�

太田町�

韮塚町�

豊城町�

馬見塚本町�

波志江町一丁目�

北千木町�

連取本町�

上武士�

西国定上�

太田町�

連取本町�

長沼町�

間野谷町�

波志江町一丁目�
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1�

2�

3�

4�

5�

6�

7�

8�

9�

10�

11�

12�

13�

14�

15�

16�

17�

18�

19�

20�

21�

22�

23�

24�

25�

26�

27

ふくしプラザ�
�
南公民館�
�
第一幼稚園�
�
喜多町公民館�
�
北第二小学校�
�
北公民館�
�
宮前会館�
�
つくし会館�

日乃出町�
神谷区公民館�

豊城区民会館�
�
上諏訪町会館�
�
殖蓮公民館�
�
本関町公民館�
�
鍛冶原公民館�
�
三郷公民館�
�
安堀本郷公民館�
�
太田本郷公民館�

稲荷町農業�
集落センター�

宮子町�
住民センター�

健康管理セン�
タ－�

連取元町会議所�
�
宮郷第二小学校�
�
宮郷公民館�
�
上之宮町区会議所�
�
今井町集会所�

山王町地域資源�
総合管理施設�

名和公民館�

中央町2区、中央町3区、�
緑町、八坂町�

若葉町2区、三光町、�
上泉町、今泉町二丁目�

曲輪町、大手町、若葉町�
1区、本町1区�

喜多町、末広町�

宗高町、柳原町、寿町、�
華蔵寺町�

平和町、本町2区、�
中央町1区�

昭和町、宮前町�
�
東本町、下植木町�
�
日乃出町�
�
豊城町�
�
上諏訪町�
�
上植木本町�
�
三和町、本関町、鹿島町�
�
波志江町一丁目�

波志江町二丁目、�
波志江町三丁目�

安堀町�
�
太田町�
�
稲荷町�
�
宮子町�
�
連取本町�
�
連取元町�
�
連取町�
�
田中島町、宮古町�
�
田中町、上之宮町�

韮塚町、阿弥大寺町、�
今井町�

山王町�
�
堀口町、中町、柴町�

投
票
区
名�

投票所名�
区　　　　域�

（行政町区）�

28�

29�

30�

31�

32�

33�

34�

35�

36�

37�

38�

39�

40�

41�

42�

43�

44�

45�

46�

47�

48�

49�

50�

51�

52�

53

白ばら保育園�
�
除ケ町会館�
�
富塚町会議所�

長沼町農業集落�
センター�

下蓮町会館�

豊受公民館�

羽黒町集会所�
�
美茂呂町会議所�
�
茂呂幼稚園�

今泉町一丁目�
会議所�

新栄町会議所�
�
赤堀支所�
�
曲沢公民館�
�
間野谷公民館�

香林二丁目�
会議所�

西野�
住民センター�

今井転作�
促進研修施設�

赤堀南小学校�
�
西久保下公民館�
�
東国定会議所�
�
西国定上会議所�
�
田部井上会議所�

あずま�
中央公民館�

あずま支所�
�
小泉会議所�

あずま�
ダストセンター�

戸谷塚町、福島町、�
八斗島町�

除ヶ町、大正寺町�
�
富塚町、下道寺町�
�
長沼本郷町、長沼町�

上蓮町、下蓮町、国領町、�
飯島町�

馬見塚天神町、馬見塚�
三ツ橋町、馬見塚中町、�
馬見塚本町、馬見塚渕�
町、馬見塚清水町�

リバータウン広瀬、�
羽黒町�

茂呂町一丁目、美茂呂町、�
ひろせ町、茂呂南町�

北千木町、南千木町、�
茂呂町二丁目�

今泉町一丁目�
�
新栄町�

西久保町一丁目、�
西久保町二丁目、野町�

曲沢町�
�
赤堀鹿島町、間野谷町�

香林町一丁目、�
香林町二丁目�

磯町、西野町�

赤堀今井町一丁目、�
赤堀今井町二丁目�

下触町、五目牛町、�
堀下町�

西久保町三丁目、市場町�
一丁目、市場町二丁目�

東国定上、東国定下�
�
西国定上、西国定下�
�
田部井上、上田�
�
田部井下、向原�
�
台、西小保方�
�
小泉、下代、平井�
�
下谷、下、新町�

投
票
区
名�

投票所名�
区　　　　域�

（行政町区）�

54�

55�

56�

57�

58�

59�

60�

61�

62�

63�

64�

65�

66�

67�

68�

69�

70�

71

三室集会所�
�
境小体育館�
�
さかい保育園�
�
境公民館�
�
境采女公民館�
�
境いよく保育所�
�
木島会議所�
�
上渕名会議所�
�
東新井会議所�
�
境剛志公民館�
�
境すみれ保育所�
�
小此木公民館�
�
境島村公民館�
�
元ひばり保育園�
�
平塚会館�
�
境東小体育館�
�
女塚会館�

上矢島コミュニ�
ティセンター�

八寸、三室�
�
元町、南町、境仲町、上町�
�
境東町、諏訪町、美原�

萩原、清水町、百々、�
百々東�

伊与久1区、下渕名6区、�
下渕名7区�

伊与久2区、伊与久3区�

木島�
�
上渕名、上渕名第2�
�
東新井�
�
下武士西、下武士東�

保泉、保泉一丁目、�
上武士�

小此木、中島�
�
新地、新野新田、立作�
�
北向、西島前河原�
�
平塚、南米岡�
�
北米岡、栄町�
�
女塚、三ツ木、境新栄�
�
西今井、上矢島�

投
票
区
名�

投票所名�
区　　　　域�

（行政町区）�

投票所一覧�投票所一覧�投票所一覧� 変更になった�
　　　　投票所�
第65投票所�

投票所の地図は投票所入場券に印刷してあります。�

よく確認して、間違いのないようお願いします。�

境郵便局�

広瀬川�

韮川�

福寿寺�

国道354号�

グ
ラ
ウ
ン
ド�

ゴ
ル
フ
場�

小此木小此木�
公民館公民館�
小此木�
公民館�

9・11 衆議院議員総選挙
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高
齢
者

高
齢
者
の
福
祉
福
祉
サ
ー
ビ
ス

サ
ー
ビ
ス�

明
る
い
長
寿
社
会
を
目
指
し
て�

高
齢
者
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス�

超高齢化社会の到来はもう目の前。10年後の平成27年には、国民の4人

に1人が65歳以上の高齢者になると予想されています。本市でも、高齢者

人口（65歳以上）は平成17年4月1日現在35,957人（外国人を含む）で

総人口の17.3％を占めており、この比率は年々増加傾向にあります。

すべての高齢者が明るく安心して生活が送れるように、また高齢者を介

護している家族の人の身体的・精神的負担が和らぐように、本市ではさま

ざまな福祉サービスを実施しています。

高齢者を敬愛し長寿を祝うために定められた敬老の日を前に、本市で実

施している高齢者福祉サービスについて紹介します。

問い合わせ 高齢福祉課（内線2172）または各支所福祉課

▲ ミニデイサービスでビンゴゲームを楽しむ高齢者

は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

を
必
要
と
す
る
人
に
１
枚
で
１
、

０
０
０
円
分
を
補
助
す
る
受
療
券

（
年
間
４
枚
）
を
給
付
し
ま
す
。

※
１
回
１
枚
の
使
用
と
な
り
ま
す

対
象

市
内
に
在
住
の
65
歳
以
上

の
人急

病
や
災
害
な
ど
緊
急
事
態
の

と
き
、
緊
急
通
報
の
ボ
タ
ン
を
押

す
と
、
警
備
会
社
か
ら
親
族
や
知

人
に
連
絡
を
取
り
、
速
や
か
に
高

齢
者
の
安
全
を
確
保
し
ま
す
。

対
象

市
内
に
在
住
の
高
齢
者
で

一
人
暮
ら
し
の
人
ま
た
は
世
帯
全

員
が
高
齢
者
の
人
な
ど

利
用
料

無
料

寝
具
類
を
十
分
に
手
入
れ
で
き

な
い
人
に
、
布
団
乾
燥
・
丸
洗
い

を
し
て
布
団
の
消
毒
を
行
い
ま
す
。

対
象

市
内
に
在
住
の
65
歳
以
上

で
寝
た
き
り
状
態
の
人
・
一
人
暮

ら
し
の
人
ま
た
は
世
帯
全
員
が
65

歳
以
上
の
人

利
用
料

無
料

電
磁
調
理
器
・
火
災
報
知
器
・

自
動
消
火
器
を
給
付
し
ま
す
。

対
象

市
内
に
在
住
の
65
歳
以
上

で
一
人
暮
ら
し
の
人
ま
た
は
寝
た

き
り
状
態
の
人
な
ど

利
用
料

生
計
中
心
者
の
前
年
所

得
税
額
に
応
じ
て
負
担
が
あ
り
ま

す※
前
年
所
得
税
非
課
税
世
帯
は
無

料
で
す

食
事
の
準
備
や
調
理
が
困
難
な

高
齢
者
の
自
宅
に
栄
養
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
昼
食
を
配
達
す
る
と
と

も
に
、
安
否
確
認
を
行
い
ま
す
。

対
象

市
内
に
在
住
の
65
歳
以
上

で
一
人
暮
ら
し
の
人
ま
た
は
世
帯

全
員
が
65
歳
以
上
の
人

利
用
料

１
食
＝
３
０
０
円

※
週
２
日
ま
で
利
用
で
き
ま
す

各
地
区
の
公
民
館
や
会
議
所
な

ど
を
利
用
し
て
、
創
作
・
趣
味
活

動
や
給
食
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど

を
行
い
ま
す
。
区
長
や
民
生
委
員
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
生
き
が
い

活
動
援
助
員
と
し
て
、
サ
ー
ビ
ス

の
支
援
や
援
助
を
行
い
ま
す
。

対
象

市
内
に
在
住
の
高
齢
者
で

一
人
暮
ら
し
の
人
・
家
に
閉
じ
こ

も
り
が
ち
な
人
・
要
介
護
状
態
に

な
る
お
そ
れ
の
あ
る
人
な
ど

利
用
料

昼
食
代
の
一
部
　

※
地
区
に
よ
り
異
な
り
ま
す

は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

施
術
費
を
助
成

食
の
自
立
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

給
食
サ
ー
ビ
ス

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

布
団
乾
燥
・
丸
洗
い

ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

日
常
生
活
用
具
を
給
付
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高
齢
者
の
日
常
生
活
の
利
便
性

を
図
る
た
め
、
居
住
す
る
住
宅
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
要
す
る
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

※
介
護
保
険
制
度
の
住
宅
改
修
給

付
を
優
先
し
ま
す

対
象

市
内
に
在
住
の
60
歳
以
上

で
、
前
年
所
得
税
が
非
課
税
の
人

ま
た
は
介
護
認
定
が
「
要
介
護
度

２
〜
５
」
で
前
年
所
得
税
額
が
８

万
円
以
下
の
人

補
助
額

工
事
費
に
６
分
の
５
を

乗
じ
た
額

※
１
世
帯
50
万
円
ま
で

理
髪
店
や
美
容
院
に
出
向
く
こ

と
が
困
難
な
高
齢
者
に
自
宅
で
理

美
容
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
理

美
容
券
を
交
付
し
ま
す
。

対
象

市
内
に
在
住
の
65
歳
以
上

で
一
人
暮
ら
し
の
人
ま
た
は
世
帯

全
員
が
65
歳
以
上
の
人

利
用
料

１
、
５
０
０
円

寝
た
き
り
状
態
の
高
齢
者
を
在

宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族
に
介
護

用
品
を
支
給
し
て
、
家
族
の
身
体

的
・
精
神
的
・
経
済
的
負
担
の
軽

減
を
図
り
ま
す
。

対
象

介
護
認
定
が
「
要
介
護
４

ま
た
は
５
」
で
市
民
税
非
課
税
世

帯
の
高
齢
者
を
在
宅
で
介
護
す
る
人

利
用
料

無
料

在
宅
で
生
活
し
て
い
る
高
齢
者

で
お
む
つ
を
使
用
し
て
い
る
人
に

紙
お
む
つ
を
宅
配
で
支
給
し
ま
す
。

対
象

市
内
に
在
住
の
65
歳
以
上

で
寝
た
き
り
状
態
の
人
ま
た
は
重

度
の
認
知
症
の
人

利
用
料

無
料

介
護
が
必
要
な
高
齢
者
と
外
出

す
る
場
合
に
使
用
す
る
福
祉
車
両

の
改
造
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

対
象

市
内
に
在
住
の
65
歳
以
上

で
日
常
的
に
車
い
す
を
使
用
し
て

い
る
人
を
介
護
し
て
い
る
人

補
助
額

改
造
費
に
３
分
の
２
を

乗
じ
た
額

※
１
世
帯
66
万
６
千
円
ま
で

在
宅
で
高
齢
者
を
介
護
し
て
い

る
介
護
者
に
介
護
慰
労
金
と
し
て

年
間
１
０
０
、
０
０
０
円
を
支
給

し
ま
す
。

対
象

介
護
認
定
が
「
要
介
護
４

ま
た
は
５
」
の
高
齢
者
を
在
宅
で

１
年
以
上
介
護
し
て
い
る
人

※
高
齢
者
が
入
院
や
施
設
入
所
な

ど
で
一
定
期
間
自
宅
を
離
れ
て
い

た
場
合
は
除
き
ま
す

住
宅
改
造
補
修
費
を
補
助

訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

紙
お
む
つ
を
支
給

介
護
用
車
両
購
入
費
を
補
助

介
護
慰
労
金
を
支
給

家
族
介
護
用
品
を
支
給

在宅介護支援センターとは、在宅で生活する高齢者で寝たき

り状態のため介護が必要な人、一人暮らしのため生活に不安が

ある人、または高齢者を在宅で介護している人のための相談窓

口です。社会福祉士や看護師などの専門職員が在宅サービスに

関する各種の相談に応じ、必要な保健・福祉サービスの情報提

供を行っています。また介護予防教室なども随時開催していま

す。利用料は無料です。気軽にご利用ください。

本市では在宅で生活している高齢者の状況を把握す
るため、8月1日に「在宅高齢者基礎調査」を行ってい
ます。下表のとおり、一人暮らしをしている高齢者は
毎年増加しており、またそのうち10人に1人は介護が
必要な状態にあることが分かります。
※旧4市町村の合計です
※本年の調査結果は、11月中旬ころまでにまとめます

●一人暮らし高齢者の推移

●一人暮暮らし高齢者の健康状態（平成16年）

●敬老会行事
70歳以上すべての人を対象に各町内で行います。

●長寿者慶祝行事
90歳以上の人に記念品を贈り、長寿をお祝いします。

●敬老祝金
敬老の意を表して80歳以上の人に敬老祝金を贈ります。

平成12年�13年� 14年� 15年� 16年�
0

500

1000

1500

2000

2500

（人）� 2,773人�

障害などがあるが�
　　一人で外出可能�
　　　　1,566人（56.5％）�

健康�
872人�
　　（31.4％）�日常生活に�

介護が必要�
216人�
（7.8％）�

寝たきり状態�
49人（1.8％）�

不明�
70人（2.5％）�

高齢者の福祉サービス

8月1日調査から見る�在宅介護支援センター�
�を ご存知ですか？�

�
�
�

愛老園在宅介護支援センター�

恵風荘在宅介護支援センター�

殖蓮在宅介護支援センター�

伊勢崎佐波医師会在宅介護支援センター�

豊受在宅介護支援センター�

在宅介護支援センターみさと�

在宅介護支援センターみはら�

茂呂在宅介護支援センター�

在宅介護支援センターまゆ玉�

在宅介護支援センターアミーキ�

サルビア荘在宅介護支援センター�

在宅介護支援センターおおいど�

境在宅介護支援センターいこいの里�

在宅介護支援センター鶴谷�

市基幹在宅介護支援センター�
�http://www.h7.dion.ne.jp/̃is-kikan/�
�

名　　称� 所在地� 電話番号��
�
�

太田町�

田中町�

豊城町�

下植木町�

馬見塚本町�

波志江町一丁目�

太田町�

北千木町�

長沼町�

磯町�

国定町�

下谷�

上武士�

百々�

上泉町�

�
�
�

23－2277�

21－2255�

26－9101�

24－0111�

20－3313�

70－4151�

20－1551�

40－5106�

40－3511�

20－2121�

20－8090�

62－7701�

74－4976�

74－8039

22－3382�
�
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赤堀地区私立（認可）保育園一覧表�

区分� 保育所(園)名�

大光寺保育園�

大林寺保育園�

たから保育園�

間野谷保育園�

西久保町一丁目 (蕁63-5775)�

市場町一丁目 (蕁62-3600)�

赤堀今井町二丁目 (蕁62-2237)�

間 野 谷 町 (蕁62-6570)

120�

130�

150

３か月～�

３か月～�

３か月～�

後日お知らせします�

○�

○�

○�

� � � �
平　日　7：00～19：00�
土曜日　7：00～17：00�
平　日　7：00～19：00�
土曜日　7：00～17：00�
平　日　7：00～19：00�
土曜日　7：00～17：00

定員� 対　象� 保　育　時　間�
特別保育事業�

所在地� 延
長�

一
時�

学
童�

休
日�

支
援�

子
育
て�

�

私
　
立�

あずま地区公立保育所・私立（認可）保育園一覧表�

区分� 保育所(園)名�

あずま保育所�

若 竹 保 育 園 �

むつみ保育園�

田部井保育園�

青 空 保 育 園 �

田 部 井 上 (蕁62-1206)�

　　台 (蕁62-0269)�

西 小 保 方 (蕁62-0308)�

田 部 井 下 (蕁63-0077)�

下 　 　 谷 (蕁40-9333)

120�

150�

90�

60�

30

４か月～�

２か月～�

10か月～�

４か月～�

３か月～�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

�

○�

○�

�
�

�

�

○�

○�

�

�

�

�

○�

平　日　7：00～19：00�
土曜日　7：00～12：30�
平　日　7：15～19：15�
土曜日　7：15～16：00�
平　日　7：30～19：00�
土曜日　7：30～14：00�
平　日　7：00～19：00�
土曜日　7：00～13：00�
平　日　7：00～19：00�
土曜日　7：00～17：00

定員� 対　象� 保　育　時　間�
特別保育事業�

所在地� 延
長�

一
時�

学
童�

休
日�

支
援�

子
育
て�

�

私
　
立�

公
立�

境地区公立保育所・私立（認可）保育園一覧表�

区分� 保育所(園)名�

境こばと保育所�

境すみれ保育所�

境いよく保育所�

境ひので保育所�

ふちな保育園�

つくし保育園�

めざめ保育園�

あけぼの保育園�

島村めぐみ保育園�

さかい保育園�

下 武 士 東 (蕁74-0778)�

上　武　士 (蕁74-5700)�

伊与久３区 (蕁76-1636)�

北　米　岡 (蕁74-5702)�

下渕名７区 (蕁76-0568)�

南　　　町 (蕁74-1030)�

下 武 士 西 (蕁74-4738)�

下渕名７区 (蕁76-0617)�

新 野 新 田 (蕁74-9221)�

栄　　　町 (蕁74-7585)

120�

90�

90�

90�

120�

90�

90�

60�

30�

90

10か月～�

２か月～�

10か月～�

10か月～�

４か月～�

２か月～�

２か月～�

２か月～�

1歳～�

３か月～�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�
� �

�

○�
�

平　日　7：15～19：15�
土曜日　8：30～13：00�
平　日　7：00～19：00�
土曜日　7：00～14：00�
平　日　7：00～19：00�
土曜日　7：00～19：00�
平　日　7：00～19：00�
土曜日　7：00～19：00�
平　日　7：30～18：00�
土曜日　7：30～13：00�
平　日　7：00～19：00�
土曜日　7：00～14：00

定員� 対　象� 保　育　時　間�
特別保育事業�

所在地� 延
長�

一
時�

学
童�

休
日�

支
援�

子
育
て�

�

私
　
　
立�

公
　
　
立�

�
�
平　日　7：00～19：00�
 �
土曜日　7：00～12：30

入園資格は？

本市に住所があり（住民登録済

み、または平成18年3月までに転

入予定）、集団保育が可能な0歳か

ら5歳までの乳幼児で、母親など

が次のいずれかに該当し、ほかに

代わって保育する人がいない家庭

① 仕事をもっている
② 家で家事・育児以外のことをしている
③ 親のいない家庭（死亡・行方不明・拘禁など）
④ 母親の出産前後、病気、負傷中、または心身
障害である
⑤ 長期にわたる病人介護・看護をしている
⑥ 家庭の災害（火災・風水害・地震など）によ
り、その復旧にあたっている

保育所（園）の
施設見学ができます

施設の見学を希望する人は次の期間
内にお出かけください。
期間 9月12日（月）から16日（金）
まで
時間 午前9時30分～正午

入�園�児�入�園�児� 募�
集�

募�
集�
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旧伊勢崎市公立保育所・私立（認可）保育園一覧表�

区分� 保育所(園)名�

第 一 保 育 所 �

第 二 保 育 所 �

第 三 保 育 所 �

第 四 保 育 所 �

第 五 保 育 所 �

ｉタワー花の森保育所�

西 園 保 育 園 �

ひかりのこ保育園�

はちす保育園�

やさか保育園�

かしま保育園�

ひばり保育園�

羽 黒 保 育 園 �

白ばら保育園�

みやさと保育園�

茂 呂 保 育 園 �

ひまわり保育園��

わかくさ保育園��

日乃出保育園�

二 葉 保 育 園 �

なかよし保育園�

ゆたか保育園�

しいの実保育園��

三 郷 保 育 園 ��

太 陽 保 育 園 �

曲　輪　町 (蕁25-1874)�

中　央　町 (蕁25-1959)�

昭　和　町 (蕁25-2627)�

寿　　　町 (蕁25-3234)�

下 植 木 町 (蕁25-7107)�

大　手　町 (蕁22-5611)�

安　堀　町 (蕁25-0652)�

新　栄　町 (蕁25-1575)�

上 諏 訪 町 (蕁25-7303)�

八　坂　町 (蕁23-0416)�

鹿　島　町 (蕁26-0243)�

連　取　町 (蕁26-1647)�

馬見塚天神町 (蕁32-2440)�

戸 谷 塚 町 (蕁32-1400)�

田 中 島 町 (蕁24-1761)�

茂呂町二丁目 (蕁24-8221)�

柴　　　町 (蕁32-1778)�  �

宮　子　町 (蕁24-8859)��

日 乃 出 町 (蕁23-3477)�

茂 呂 南 町 (蕁25-2626)�

山　王　町 (蕁23-5898)�

馬見塚本町 (蕁32-3691)�

山　王　町 (蕁24-0621)� �

波志江町一丁目 (蕁23-6122)��

堀　口　町 (蕁32-3370)

150�

60�

90�

90�

120�

45�

90�

90�

150�

60�

90�

180�

150�

210�

240�

120�

90��

180��

90�

90�

60�

120�

150��

240��

120

２か月～�

1歳～�

２か月～�

２か月～�

２か月～�

２か月～�

２か月～�

２か月～�

２か月～�

３か月～�

２か月～�

３か月～�

２か月～�

３か月～�

４か月～�

３か月～�

４か月～��

２か月～��

３か月～�

２か月半～�

３か月～�

２か月～�

３か月～��

100日～��

３か月～�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○��

○��

�

○�

�

○�

○��

○��

○�

�

�

�

�

�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○��

○��

○�

○�

○�

○�

○��

○��

○�

�

�

�

�

�

�

�

�

○�

�

�

○�

○�

○�

○�

�

��

○��

�

�

�

○�

○�

���

○�

○�

�

�

�

○�

○�

○�

○�

�

�

�

�

○�

○�

○�

�

○��

○��

�

○�

�

�

��

○��

○�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

○�

�

�

�

○�

�

�

���

�

�

�

○�

�
�
�
平　日　7：00～19：00�
 �
土曜日　7：00～12：30

平　日　7：00～19：00�
土曜日　7：00～12：30�
平　日　7：00～19：00�
土曜日　7：30～17：00�
平　日　7：30～19：00�
土曜日　8：00～16：00�
平　日　7：00～19：00�
土曜日　7：00～17：30�
平　日　7：00～19：00�
土曜日　7：00～17：00�
平　日　7：00～19：00�
土曜日　7：00～17：30�
平　日　7：00～19：00�
土曜日　7：00～16：00�
平　日　7：00～19：00�
土曜日　7：00～17：30�
平　日　7：00～19：00�
土曜日　7：00～17：30�
平　日　7：00～20：00�
土曜日　7：00～18：00�
平　日　7：00～19：00�
土曜日　7：00～18：00�
平　日　7：00～19：00�
土曜日　7：00～14：00

平　日　7：30～19：00�
土曜日　7：30～18：00�
平　日　7：00～19：00�
土曜日　7：00～17：00�
平　日　7：30～18：30�
土曜日　7：30～14：30�
平　日　7：00～19：00�
土曜日　7：00～18：30�
平　日　7：00～19：00�
土曜日　7：30～15：00

平　日　7：00～19：00�
土曜日　7：00～17：00

平　日　7：00～19：00�
土曜日　7：00～17：30�
　　　　(0歳は7：00～12：00)

平　日　7：00～20：00�
土曜日　(第1.3.5)7：30～17：30�
　　　　(第2　.4)7：30～14：30

定員� 対　象� 保　育　時　間�
特別保育事業�

所在地� 延
長�

一
時�

学
童�

休
日�

支
援�

子
育
て�

�

公
　
　
立�

私
　
　
　
　
　
　
立�

※平成17年度の内容です（変更になることもあります）     �
※ｉタワー花の森保育所は公設民営方式で社会福祉法人あすみ福祉会が運営します�

平成18年4月からの公立保育所と私立（認可）保育園の
入園申し込みを受け付けます。

申込期間 9月28日（水）から10月7日（金）まで
※日曜日は除きます

受付時間 午前8時30分～午後5時
※10月1日（土）は正午までです

申込方法 所定の申込書は保育所（園）にありますので、
直接希望する保育所（園）へ
※児童1人につき1施設の受け付けです

面接日 申し込み受け付けのときにお知らせします
その他 赤堀地区にある間野谷保育園については、後日広
報などでお知らせします
問い合わせ 保育課（内線2139）

平成18年度�

公立�保�育
�
所�保�育
�
所�私立�（認可）�保�

育�園�保�育
�
園�



百
歳
ば
ん
ざ
い
�

百歳の誕生日を迎えた
下城七郎さん（宮前町）、
武井あやさん（馬見塚本
町）、武啓助さん（馬見塚
本町）の３人は、矢内市
長の慶祝訪問を受けま
した。七郎さんの好物は
カステラと生寿司。あや
さんの趣味は旅行で、近
所の人とよく出かけて
いたとのこと。啓助さん
は保育園長として多くの
子どもたちの成長を見
守ってきたとのことです。�

自治宝くじの収益金は地域のコミュニティ
活動の発展に生かされています。緑町と東
小保方町下谷区では自治宝くじの助成金
で和太鼓やはっぴなどお祭りグッズなど
を購入。地域交流の発展が期待されます。�

自治宝くじ助成で�
　　　お祭りグッズなどを購入�
�

7月25日、市役所本庁で市
優秀技能者表彰式が行わ
れました。本市に在住・在勤
の人を対象に、厚生労働省
の技能検定において特級・
１級合格者の中から推薦で
選ばれた103人が矢内市長
から表彰を受けました。�

優秀技能者を表彰�

8月13日、「第34回境利根
川花火大会」が利根川上武
大橋上流で開催。訪れた大
勢の人は、沸き上がる拍手
と歓声の中で豪快に打ち上
げられた花火の輝きと迫力
にどよめき、彩られた夏の
夜空に酔いしれていました。�

夜空に開く大輪の華�

▲ 矢内市長の慶祝を受け
る下城七郎さん（上）、武
井あやさん（中）、武啓助
さん（下）

▲ 新しいはっぴを羽織ってみこし
を担ぐ子どもたち

▲ 購入した備品を前に、緑町役員の皆
さん

▲ 表彰を受ける優秀技能者

▲ 観衆の心を魅了した正三尺玉
10
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境図書館 伊勢崎市図書館 

赤堀図書館 

今月の休館日�

あずま図書館 

h
ttp
://w

w
w
.lib
rary.ise

saki.g
u
n
m
a.jp

伊勢崎市図書館
7日・14日・21日・28日の水曜日と19日・
23日の祝日と29日（館内整理日）

赤堀図書館
5日・12日・26日の月曜日と20日（火）と30
日（館内整理日）と13日から19日（蔵書点検
期間）

■文学講座「万葉集」（テーマ：秋の花）
期日 10月１日・８日・22日・29日
の土曜日（全４回）
時間 午後１時30分開始
会場 ２階集会室
定員 50人（先着順）
講師 日向野

ひ が の

克己さん
参加料 無料
申し込み ９月10日（土）から

■としょかんこども会
期日 ９月３日（土）
時間 午後２時開始
会場 ２階集会室
内容 「青い鳥」の皆さんによる読み
聞かせなど

■おはなし会
期日 土・日曜日
時間 午前11時・午後２時開始
会場 １階児童室
内容 子どもボランティアや職員によ
る絵本や紙芝居の読み聞かせ

■「子馬の会」の皆さんによる読み聞かせ
期日 ９月10日（土）
時間 午後２時開始
会場 赤堀芸術文化プラザロビー

■子ども放送局
期日 ９月10日・24日の土曜日
時間 午前11時～11時45分
会場 赤堀芸術文化プラザロビー

■こども映画会

「アリババと40人の盗賊」
期日 ９月24日（土）
時間 午後２時開始
会場 講座室
内容 アリババは盗賊のアジトから宝
物を横取りしたことで、追われるこ
とになる

■読み聞かせ
期日 ９月17日・10月１日の土曜日
時間 午後２時30分開始
会場 絵本コーナー
内容 「たんぽぽの会」の皆さんによ
る読み聞かせ

■おはなしタイム
期日 ９月10日（土）
時間 午後２時30分開始
会場 お話コーナー
内容 「しろつめ草の会」の皆さんによ
る絵本や紙芝居などの読み聞きかせ

■こどもアニメシアター

「風の谷のナウシカ」
期日 ９月18日（日）
時間 午後１時30分開始
会場 視聴覚室

■第2回映画チラシ展

アクション・スペクタクル映画特集
期間 10月30日（日）まで
会場 お話コーナー

あずま図書館
5日・12日・26日の月曜日と19日・23日の祝
日と25日（臨時休館日）と30日（館内整理日）

境図書館
5日・12日・26日の月曜日と19日・23日の祝
日と30日（館内整理日）

市民プラザ図書室
6日・20日の火曜日
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期
日

９
月
26
日
（
月
）

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
場

茂
呂
公
民
館

対
象

成
人

定
員

15
人

内
容

ス
コ
ー
ン
、
レ
ア
チ
ー
ズ

ケ
ー
キ
を
作
り
ま
す

講
師

新
井
セ
キ
子
さ
ん

参
加
料

５
０
０
円

用
意
す
る
も
の

エ
プ
ロ
ン
・
三

角
き
ん

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

９
月

８
日
（
木
）
午
前
９
時
か
ら
直
接

ま
た
は
電
話
で
茂
呂
公
民
館
（
蕁

（25）
２
６
７
１
）

期
日

９
月
24
日
（
土
）

時
間

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

会
場

殖
蓮
公
民
館

対
象

小
学
生
（
１
・
２
年
生
は

保
護
者
同
伴
）

定
員

20
人

内
容

い
ろ
い
ろ
な
実
験
と
う
な

り
ゴ
マ
作
り

講
師

清
野
秀
夫
さ
ん

参
加
料

２
０
０
円
（
材
料
費
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

９
月

12
日
（
月
）
午
前
９
時
か
ら
参
加

料
を
添
え
て
直
接
ま
た
は
電
話
で

殖
蓮
公
民
館
（
蕁
（26）
４
５
６
０
）

期き

日じ
つ

10
月が

つ

６
日に

ち

（
木も

く

）

時じ

間か
ん

午ご

後ご

１
時じ

30
分ぷ

ん

開か
い

始し

会か
い

場じ
ょ
う

絣か
す
り

の
郷さ

と

（
市し

民み
ん

交こ
う

流り
ゅ
う

館か
ん

）

対た
い

象し
ょ
う

市し

内な
い

に
在ざ

い

住じ
ゅ
う

の
障し

ょ
う

害が
い

の
あ

る
人ひ

と

お
よ
び
同ど

う

伴は
ん

者し
ゃ

定て
い

員い
ん

30
人に

ん

講こ
う

師し

消し
ょ
う

費ひ

生せ
い

活か
つ

セ
ン
タ
ー
職し

ょ
く

員い
ん

参さ
ん

加か

料り
ょ
う

無む

料り
ょ
う

申も
う

し
込こ

み
・
問と

い
合あ

わ
せ

９
月が

つ

15
日に

ち

（
木も

く

）
か
ら
30
日に

ち

（
金き

ん

）
ま

で
に
伊い

勢せ

崎さ
き

保ほ

健け
ん

福ふ
く

祉し

事じ

務む

所し
ょ（

蕁

（25）
５
５
７
０
）

期
日

９
月
16
日
（
金
）

時
間

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

会
場

絣
の
郷
（
市
民
交
流
館
）

内
容

子
ど
も
の
生
活
で
大
切
に

し
た
い
こ
と

参
加
料

３
０
０
円

※
希
望
者
は
託
児
が
利
用
で
き
ま

す
（
２
０
０
円
、
要
予
約
）

問
い
合
わ
せ

伊
勢
崎
友
の
会
の

富
田
さ
ん
（
蕁
（24）
６
４
１
８
）

活
動
日

火
曜
日
（
月
４
回
）

※
10
月
４
日
か
ら
開
始

時
間

①
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分
、
②
午
後
７
時
〜
９
時

会
場

絣
の
郷
（
円
形
交
流
館
）

会
費

月
２
、
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

半
田

智
子
さ
ん
（
蕁
（32）
７
７
７
１
）

期
日

９
月
18
日
（
日
）

時
間

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

会
場

境
剛
志
公
民
館

定
員

30
人

内
容

英
語
と
気
功
を
一
緒
に
学

び
ま
す

講
師

ハ
イ
デ
ィ
ー
橋
本
さ
ん

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ハ
イ

デ
ィ
ー
橋
本
さ
ん（
蕁
（25）
５
６
０
５
）

期
日

10
月
３
日
か
ら
11
月
７
日

ま
で
の
月
曜
日
（
全
５
回
）

※
10
月
10
日
は
除
き
ま
す

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
場

北
公
民
館

対
象

乳
児
（
２
か
月
か
ら
１
歳

未
満
）
と
そ
の
親

定
員

10
組

内
容

ア
ロ
マ
オ
イ
ル
を
使
っ
た

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
赤
ち
ゃ
ん

用
の
ア
ロ
マ
ク
リ
ー
ム
を
作
り
ま
す

講
師

石
原
香
苗
さ
ん

参
加
料

１
、
２
５
０
円

用
意
す
る
も
の

バ
ス
タ
オ
ル
２

枚
・
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

９
月

13
日
（
火
）
午
前
９
時
か
ら
直
接

ま
た
は
電
話
で
北
公
民
館
（
蕁
（25）

４
５
４
７
）

期
日

９
月
28
日
（
水
）
・
29
日

（
木
）

時
間

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

会
場

市
民
プ
ラ
ザ

対
象

出
産
・
育
児
･
介
護
な
ど

で
退
職
し
、
再
就
職
を
希
望
し
て

い
る
人

定
員

20
人
（
先
着
順
）

内
容

最
近
の
労
働
市
場
、
再
就

職
の
心
構
え
、
職
業
紹
介
機
関
の

利
用
法
、
体
験
発
表
、
ワ
ー
ク
シ

ー
ト
演
習
、
フ
リ
ー
ト
ー
ク
交
流

な
ど

参
加
料

無
料

※
無
料
で
託
児
（
１
歳
以
上
）
を

実
施
し
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

21
世

紀
職
業
財
団
群
馬
事
務
所
（
蕁
０

２
７
―
２
２
３
―
２
０
２
３
）

■伊勢崎市役所 　24-5111�
■赤堀支所 　62-1151�
�
■広報いせさきテレフォンサービス 　23-0606�
■火災情報案内 　0180-99-2999

■あずま支所 　62-1311�
■境支所 　74-1111�
�

講
座�

洋

菓

子

作

り

教

室

び
っ
く
り
科
学
教
室

オ
ル
ゴ
ー
ル
の

お
も
し
ろ
ひ
み
つ
大
実
験

障し
ょ
う

害が
い

者し
ゃ

の
た
め
の
教き

ょ
う

養よ
う

講こ
う

座ざ

悪あ
く

質し
つ

商
し
ょ
う

法ほ
う

に
だ
ま
さ
れ
な
い
で
！

子
育
て
マ
マ
の
講
習
会

き

も

の

着

付

教

室

英
語
で
チ
ー
ゴ
ン
（
気
功
）

無
料
体
験

親
子
で
楽
し
む

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室

再
就
職
準
備
の
た
め
の

Ｒ
ｅ
・
Ｂ
ｅ
（
リ
・
ビ
ー
）

ワ
ー
ク
セ
ミ
ナ
ー



10
月
１
日
（
土
）、
全
国
一
斉
に
国
勢
調
査
が
行
わ

れ
ま
す
。
日
本
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人
を
対
象
に

行
う
大
規
模
な
統
計
調
査
で
す
。
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

情
報
政
策
課
（
内
線
2
5
0
3
）

調
査
は
簡
単
で
す

９
月
下
旬
、
調
査
員
が
皆
さ
ん
の
お
宅
に
お
伺
い
し

て
調
査
票
を
配
り
ま
す
。
調
査
票
の
該
当
す
る
項
目
の

○
印
を
黒
鉛
筆
で
塗
り
つ
ぶ
し
た
り
、
数
字
を
記
入
し

た
り
し
て
い
た
だ
く
簡
単
な
も
の
で
す
。
10
月
上
旬
、

再
び
回
収
に
お
伺
い
し
ま
す
。

統
計
以
外
に
は
使
い
ま
せ
ん

統
計
以
外
の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と
は
法
律
で
固
く

禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
調
査
票
は
厳
重
に
管
理
さ
れ
、

集
計
後
は
す
べ
て
溶
か
し
、
再
生
紙
に
し
ま
す
。

抜
き
取
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
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「調査の対象と調査の� 場所」と「世帯の決め方」�「調査の対象と調査の� 場所」と「世帯の決め方」�� 場所」と「世帯の決め方」�
国勢調査では、住民票などの届け出に関

係なく、平成17年10月1日（土）現在、ふ
だん住んでいる人（ふだん住んでいるとみ
なされる人を含む）すべてを、その人がふ
だん住んでいる場所で世帯ごとに調査しま
す。なお、外国人も調査の対象になります。

① 10月1日現在､すでに3か月以上住んで
いる人
…ふだん住んでいるその場所で調査しま
す。

② 最近移ってきてまだ3か月になっていな
いが、10月1日の前後を通じて3か月以
上にわたって住むことになっている人
…ふだん住んでいるその場所で調査しま
す。

③ 出稼ぎ、旅行、出張などで一時的に自宅
を離れている人
●自宅を不在にする期間が

3か月未満の場合…自宅で調査します。
3か月以上にわたる場合…その出稼ぎ
先や旅行先で調査します。

④　2か所に住居を持っている人
…寝泊りする日数の多いほうで調査しま
す。

① 仕事などの関係でたびたび住居を移す
人や定まった住居のない人など、10月
１日の前後を通じて3か月以上にわたっ
て住んでいる所も住むことになっている
所もない人

…10月1日現在いるその場所で調査
します。

② 次の人たちは、以上の説明と関係なく、
それぞれに示す場所で調査します。
●学校の学生寮・寄宿舎､下宿屋､県人会
の学生寮・学生会館などから通学してい
る学生・生徒

…その学生寮・寄宿舎､下宿屋、県
人会の学生寮・学生会館などで調査
します。
※休学などで学生寮を引き払って、
自宅に帰ってきている場合は、自宅
で調査します

●病院・療養所などの入院者
すでに3か月以上入院している人…
その入院先の病院・療養所などで調
査します。
入院してから3か月にならない人…
自宅で調査します。
※入院してから3か月にならない人
でも、自宅がなければ、入院先で調
査します
※転院のためにその病院に入院して
から3か月にならない人でも、自宅
を離れてから3か月以上になる場合
は、入院先で調査します

●船舶に乗り組んでいる人
…自宅で調査します。

●自衛隊の営舎内または艦船内の居住者
…その営舎または艦船で調査しま
す。
※ふだん営舎外の自宅に住んでいる
自衛官は、その自宅で調査します

●刑務所・拘置所に収容されている人の
うち刑の決まっている人および少年院・
婦人補導院に収容されている人

…収容されている所で調査します。

調査の対象と調査の場所

ふだん住んでいる場所で�

10月1日�

3か月以上�

3か月以上�3か月未満�

旅行者など�

自

宅

で�

現
在
い
る
場
所
で�

住居が2か所�

寝泊まりする日数の多いほうで�

月～金�
土・日�

ふだん住んでいる人�

ふだん住んでいるとみなされる人�

住居を転々としている人�

10月1日現在いる場所で�
1か月�

2か月�

寄宿舎・下宿屋などで�

まだ3か月にならない�

すでに3か月以上�

自

宅

で�

入
院
先
で�

自宅で�



国
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調
査
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3

「調査の対象と調査の� 場所」と「世帯の決め方」�「調査の対象と調査の� 場所」と「世帯の決め方」�「調査の対象と調査の�
調査票は、世帯ごとに記入してください。
国勢調査では、一般の家庭のように住居と生計を

共にしている人々の集まりを1つの世帯とします。一
緒に住んでいる夫婦・親子・兄弟など、生計を共に
している家族ごとに1つの世帯とします。1人で一戸
建やアパートに住んでいる人は、1人で1つの世帯と
します。

一戸建・長屋建の家やアパート・マンションなど
の場合は次のように世帯を決めます。
①　一戸建の住宅の場合
●家族で住んでいる場合
…家族で1つの世帯とします。

●1人で住んでいる場合
…1人で1つの世帯とします。
※単身の住み込みの家事手伝いの人は、雇主の世
帯に含めます

②　二世帯住宅の場合
…それぞれの居住部分が住宅の要件を備えていれ
ば、各戸ごとに1つの世帯とします。
※住宅の要件とはコンクリート壁や板壁で仕切ら
れており、専用の居住室・出入口・炊事用流し・
トイレがあるということです

③　アパート・マンションなどの場合
…各戸ごとに1つの世帯とします。
※友人と共同で1戸に住んでいる場合は、一人ひ
とりを1つの世帯とします

④　住み込みの雇人がいる商店などの場合
●店主の家族・単身で住み込んでいる雇人
…店主の家族に単身の雇人を含めて１つの世帯と
します。
●夫婦、親子など家族で住み込んでいる雇人
…その家族ごとに１つの世帯とします。

次のような建物（住居）の場合は、それぞれに示
すように世帯を決めます。
①　会社や官公庁などの独身寮の場合
…単身の入居者は１人ひとりを１つの世帯としま
す。
※管理者（管理人）や食事の世話などをしている
人は、別の世帯とします

②　病院・療養所などの場合
…すでに3か月以上入院している人は、棟ごとに
まとめて１つの世帯とします。

③ 老人ホーム、児童保護施設、更生施設などの社会
施設の場合
…入所者は、棟ごとにまとめて１つの世帯としま
す。
※老人ホームに夫婦だけで１つの部屋に住んでい
れば、他の入所者とは別に１つの世帯とします
※管理者（管理人）などは、別の世帯とします

調査票は世帯ごとに記入を

一　戸　建�

親　　夫婦　　子供�

単身の住み込みの�
家事手伝い�

（1世帯）�

商 店 な ど �

夫 婦 の 雇 人�

単 身 の 雇 人�

単 身 の 雇 人�

単 身 の 雇 人�

店
主
の
家
族�

（2世帯）�

会社などの独身寮�

単身入居者�

単身入居者�

単身入居者�

単身入居者�

管理者�

単　身�
入居者�

単　身�
入居者�

単　身�
入居者�

（8世帯）�

病院・療養所など�

3か月以上入院している人�

入院して3か月に�
ならない人�
（自宅で調査）� （1世帯）�

老人ホームなど�

管理者� 入所者�

入所者�

入所者�

入所者�

入所者�

入所者�

入所者�

夫婦の入所者�
（3世帯）�

二世帯居住用の住宅�

親 　 夫 　 婦�

子 　 夫 　 婦�

（2世帯）�

ア パ ー ト な ど�

単身者A

単身者B

管理者�

親　子�夫　婦�

単身者�兄　弟�
（7世帯）�

一般の住宅などの例�

独身寮、学生寮、病院などの場合�
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◆
曲
輪
町

小
野
塚
博
久

萩
原
利
夫
　
原
英

市
郎
　
茂
木
茂
雄
　
内
田
清
　
木

村
幸
江
　
木
村
光
子
　
本
木
秀
雄

芝
崎
和
子
　
矢
内
明
雄
　
山
村
忠

弘◆
大
手
町

町
田
修

清
水
孝
一
　
高
橋
良
宜

新
井
久
雄
　
横
堀
太
　
和
佐
田
憲

央
　
品
川
裕
　
矢
口
正
志
　
佐
藤

嘉
和
　
星
野
祐
造

◆
平
和
町

安
原
彰
良

小
島
喜
久
代
　
樋
沢

源
治
　
野
村
隆
　
栗
原
博
　
矢
内

己
代
吉
　
鎌
田
章
　
多
賀
谷
幸
一

小
倉
直
臣
　
松
井
英
雄
　
高
山
昭

房◆
本
町

神
保
吉
行

田
島
昌
明
　
星
野
尭

俊
　
徳
田
浩
章
　
小
暮
勝
亮

◆
中
央
町

神
保
吉
行

金
岡
秀
年
　
長
沢
照

枝
　
後
藤
惇
　
荻
原
幸
子
　
鈴
木

正
雄
　
村
井
通
浩

島
野
恒
雄

石
坂
君
代

◆
緑
町

村
井
通
浩

馬
場
昭
治
　
小
沢
光

雄
　
菊
地
良
一
　
高
木
登
　
佐
藤

4

国
勢
調
査
は
、
人
口
・
世
帯
な
ど
を
知
る
た
め
の
最
も
基
本

的
な
調
査
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
の
施
策

や
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
大
切
な
デ
ー
タ
と
な
り
ま
す
。

み
ん
な
が
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に
、
10
月
１
日
の

あ
な
た
を
調
査
票
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

調
査
は
、
旅
行
な
ど
で
一
時
留
守
に
し
て
い
る
人
、
市
内
に

長
期
滞
在
し
て
い
る
人
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
も
、

す
べ
て
対
象
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
世
帯
ご
と
の
記
入
と
な
り

ま
す
が
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
に
１
人
で
暮
ら
し
て
い
る
人
や
下
宿

し
て
い
る
人
は
、
一
人
ひ
と
り
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
外
国
籍
の
人
で
、
日
本
語
が
読
め
な
い
人
の
た
め
に
、

英
語
・
中
国
語
・
ス
ペ
イ
ン
語
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
・
フ
ィ
リ
ピ

ン
語
な
ど
19
か
国
語
の
調
査
票
を
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

希
望
す
る
人
は
、
調
査
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内
容
を
ほ
か
に
漏
ら
し
た

り
、
統
計
以
外
の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と
は
法
律
で
固
く
禁
じ

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
記
入

さ
れ
た
調
査
票
は
厳
重
に
管
理
さ
れ
、
集
計
が
終
わ
る
と
す
べ

て
溶
か
さ
れ
、
再
生
紙
と
な
り
ま
す
。

9
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
お
伺
い
し
て
、
調
査
票
を
配
り
ま

す
。
調
査
票
が
届
い
た
ら
、「
調
査
票
の
記
入
の
し
か
た
」
を

よ
く
読
ん
で
、
住
ん
で
い
る
人
全
員
に
つ
い
て
漏
れ
な
く
記
入

（
敬
称
略

敬
称
略
、新
字
体

新
字
体
を
使
用
使
用
、太
字
太
字
は
指
導
員

指
導
員
）�

（
敬
称
略
、新
字
体
を
使
用
、太
字
は
指
導
員
）�

大
吉
　
大
美
賀
駿
太

◆
三
光
町

長
谷
川
年
位

狩
野
和
男
　
橋
爪

百
合
子
　
加
藤
玲
子
　
今
村
悦
郎

黒
埼
栄
一
　
小
野
田
安
子
　
桜
井

彰
子
　
長
島
秀
行
　
竹
中
洋
子

◆
若
葉
町

五
十
嵐
謙
二

高
橋
計
一
　
大
平

智
清
　
児
島
忠
雄
　
浅
見
俊
一

◆
喜
多
町

小
暮
仁

石
井
宏
子
　
細
井
満
之

助
　
野
沢
ミ
ツ
コ
　
横
堀
玉
江

真
下
昌
已
　
尾
形
主
芳
　
増
田
一

正
　
小
佐
野
秀
司
　
関
口
勝
已

萩
原
尭
春

◆
宗
高
町

高
柳
美
貴
子

山
野
井
宏
之
　
原

宏
　
増
茂
順
雄
　
岡
田
孝
正

関

根
申
一
　
北
嶋
来
治

◆
柳
原
町

岡
田
孝
正

加
藤
正
　
清
水
汎

細
谷
清
三

◆
寿
町

高
柳
美
貴
子

関
誠
一
　
岡
田
久

弥
　
高
山
清
平
　
矢
内
忠
行
　
石

森
文
雄
　
諏
訪
重
雄

◆
華
蔵
寺
町

塩
野
文
彦

川
端
俊
幸
　
塩
野
信

敏
　
塩
野
欣
也
　
木
口
実
　
岡
田

孝
正

田
口
章
夫
　
大
野
実
　
関

口
一
心
　
東
俊
宏

◆
末
広
町

桜
井
良
憲

富
田
康
弘
　
高
草
木

茂
　
秋
山
謹
一
郎
　
藤
本
岑
夫

金
谷
安
敏
　
本
木
初
太
郎
　
小
此

木
秀
夫
　
神
保
桂
次
　
塩
野
文
彦

佐
藤
英
太
郎
　
大
谷
美
雄

◆
上
泉
町

五
十
嵐
謙
二

嘉
藤
憲
明
　
金
子

喜
市
　
笈
川
紀
男
　
山
口
尭
　
加

賀
美
仁
　
徳
江
剛

新
井
孝

◆
八
坂
町

倉
林
潤

渡
辺
良
平
　
畑
田
弘

島
田
喜
一
　
柴
草
稔

◆
今
泉
町
二
丁
目

倉
林
潤

吉
田
哲
雄
　
古
池
善
一

今
憲
治
　
倉
林
宣
夫
　
坂
田
孝
志

小
林
幸
治
　
徳
江
剛

菊
地
良
平

高
橋
慶
蔵
　
高
田
陽
　
小
池
正
一

郎
　
竹
本
猛
　
関
口
昌
男
　
宮
田

宗
平
　
細
谷
洋
子
　
横
堀
崇
　
田

辺
仁
造

◆
三
和
町

鴨
田
敬
司

村
山
貞
夫
　
鈴
木
信

夫
　
小
林
徳
次
　
重
田
修
　
重
田

正
信
　
鈴
木
三
郎
　
川
端
健
三

皆
さ
ん
の
調
査
票
が

私
た
ち
の
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

調
査
票
は
守
ら
れ
て
い
ま
す

記
入
は
簡
単
で
す
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◆
日
乃
出
町

柄
沢
謙
一

金
井
政
幸
　
小
林
隆

雄
　
鈴
木
林
三
郎
　
鈴
木
や
よ
い

小
久
保
武
彦
　
小
川
伸
也
　
斎
藤

雅
弘

戸
張
泰
義
　
木
村
金
作

木
村
任
治
　
久
保
田
義
雄
　
古
沢

勝
司
　
平
田
泰
世
　
根
岸
キ
ミ
子

木
村
広
行
　
塩
谷
彦
衛

◆
昭
和
町

亀
井
洋
志

下
田
利
光
　
松
村
澄

人
　
小
倉
隆
　
多
賀
谷
寿
彦
　
荒

川
文
雄
　
中
沢
忠
治
　
松
村
元
夫

茂
木
輝
道
　
田
部
井
道
之

本
木

博
史
　
中
村
直
美
　
大
島
明
　
有

賀
芳
雄
　
横
沢
良
美
　
石
倉
辰
雄

長
沼
周
作
　
伊
藤
武
男

◆
宮
前
町

常
見
寿
明

尾
内
本
典
　
井
下
哲

雄
　
柳
沢
祥
恵
　
下
城
勇
　
高
柳

保
男
　
中
村
令
子
　
膳
勝
美
　
尾

内
健
次

◆
東
本
町

小
暮
秀
樹

竹
沢
正
好
　
山
田
陽

子
　
白
石
和
男
　
板
垣
信
吉
　
板

垣
稔
　
前
原
喜
久
枝
　
石
坂
小
夜

子
　
山
本
武
良
　
角
山
敏
光

◆
下
植
木
町

下
城
賢
治

下
城
好
男
　
長
谷
川

利
和
　
桜
井
宏
一
　
大
木
輝
久

柳
沢
勝
司
　
井
田
幸
夫
　
清
水
浩

道
　
大
槻
孝
太

阿
佐
美
一
男

金
井
敏
　
大
木
伸
作
　
富
岡
祐
助

下
城
肇
　
鹿
沼
正
夫
　
下
城
茂
夫

戸
塚
英
雄

◆
今
泉
町
一
丁
目

下
城
賢
治

岩
上
元
也
　
石
崎
洋

三
　
石
黒
茂
信
　
倉
上
芳
純

星

野
昌
義
　
茂
木
美
恵
子
　
新
井

司
　
内
田
昌
巨
子
　
内
田
真
希
夫

栗
山
生
一
郎
　
山
口
恵
美
子
　
手

塚
和
弘
　
栗
原
勝
利
　
古
川
政
一

山
口
道
子
　
星
野
誉
　
大
橋
弘

柳
井
精
一
　
八
幡
武
夫
　
茂
木
陽

一
郎
　
小
林
元
治
　
石
川
哲
男

大
森
け
い
子

◆
北
千
木
町

八
田
浩
伸

新
井
正
男
　
野
口
宜

雄
　
田
村
和
之
　
菊
池
宣
夫
　
菊

池
市
三
　
丸
橋
広
幸

新
井
サ
イ

子
　
石
原
美
津
江

◆
南
千
木
町

丸
橋
広
幸

菊
池
森
蔵
　
菊
池
義

昌
　
菊
池
修
司
　
丸
橋
一
善
　
菊

池
栄
次
　
菊
池
次
郎
　
菊
池
和
雄

◆
茂
呂
町
一
丁
目

石
原
敏
夫

石
原
勝
也
　
細
田
勇

坂
田
和
治
　
上
柿
尚
文
　
伊
佐
元

良
　
小
沢
富
夫

◆
茂
呂
町
二
丁
目

鈴
木
保
弘

小
島
敏
雄
　
尾
内
邦

子
　
石
原
利
光
　
渋
沢
仲
太
郎

定
方
千
治
　
高
月
し
げ
る
　
菊
池

恭
子
　
石
原
敏
夫

五
十
嵐
静
枝

品
川
豊
　
五
十
嵐
英
男
　
八
田
浩

伸

小
堀
美
代
子
　
新
井
明
子

渋
沢
い
よ
子

5

し
て
く
だ
さ
い
。
調
査
票
は
該
当
項
目
の
○
印
を
黒
鉛
筆
で
塗

り
つ
ぶ
し
た
り
、
数
字
を
記
入
し
た
り
し
て
い
た
だ
く
も
の
で

簡
単
に
回
答
で
き
ま
す
。

記
入
済
み
の
調
査
票
は
、
10
月
上
旬
に
調
査
員
が
受
け
取
り

に
伺
い
ま
す
。
記
入
内
容
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ

ば
、
調
査
員
に
遠
慮
な
く
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

調
査
員
は
１
人
平
均
60
世
帯
を
担
当
し
、
調
査
し
ま
す
。
短

期
間
に
こ
れ
だ
け
の
家
庭
を
訪
問
す
る
た
め
、
2
〜
3
回
お
伺

い
し
て
も
留
守
の
場
合
は
不
在
世
帯
用
の
調
査
票
を
郵
便
受
け

な
ど
に
置
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
調
査
票
の
記
入
の
方
法
を
よ
く
読
ん

で
い
た
だ
き
、
記
入
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
調
査
票
と
一
緒
に
「
何
日
ご
ろ
回
収
に
お
伺
い
し
ま

す
」
と
い
う
メ
モ
を
添
付
し
て
お
き
ま
す
。

留
守
や
不
在
の
と
き
は

調査票の配布  9月下旬から�
↓�

調査票の記入 10月1日現在で�
↓�

調査票の回収 10月上旬まで�
↓�

集　　計�
↓�

結果公表（速報）12月下旬から�

調査のスケジュール�

、

◆
本
関
町

鴨
田
敬
司

川
島
文
雄
　
矢
島
良

雄
　
恵
面
宏
子
　
亀
井
常
夫

福

田
友
子
　
鈴
木
栄
二

◆
鹿
島
町

亀
井
常
夫

川
端
昭
三
　
木
暮
典

子
　
金
子
和
人
　
渡
辺
正
雄
　
関

友
和
根
　
大
川
和
代
　
谷
津
文
世

◆
上
植
木
本
町

青
木
千
恵
子

木
暮
岩
夫
　
亀
井

源
始
　
大
沢
恒
久
　
高
橋
正
一

酒
巻
宣
吉
　
手
島
勘
蔵
　
南
沢
教

善
　
石
平
裕
昭
　
亀
井
恒
良
　
小

池
旭

◆
豊
城
町

小
保
方
昌
夫

矢
島
要
吉
　
川
田

雄
二
　
阿
久
沢
孝
幸
　
矢
内
左
美

次
　
松
村
輝
雄
　
三
沢
己
久
　
金

井
秀
夫
　
後
閑
茂
一
郎
　
高
橋
幸

子
　
内
川
芳
明

根
岸
勝
次
　
古

郡
満
夫
　
中
沢
昇
　
斎
藤
三
好

鈴
木
武
夫
　
小
川
岩
夫
　
大
和
延

次
　
山
崎
英
夫
　
斎
藤
一
雄
　
田

村
哲
男

村
山
健
　
諸
岡
城
司

◆
上
諏
訪
町

田
村
哲
男

金
子
克
次
　
金
井
清

次
　
小
倉
敏
子
　
田
部
井
定
雄

三
五
浅
雄
　
久
保
田
博
之
　
中
村

恒
男
　
和
田
隆
行

内
山
文
雄

小
林
美
代
子
　
鈴
木
七
雄
　
高
瀬

勲
　
北
爪
孝
江
　
谷
口
清
　
高
田

泰
司
　
久
保
田
美
実
　
久
保
田
秀

清
　
吉
田
ひ
ろ
子
　
柄
沢
謙
一

久
保
田
英
夫
　
木
村
生
雄
　
木
村

政
司
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◆
美
茂
呂
町

鈴
木
保
弘

丸
橋
一
正
　
石
原
二

郎
　
児
島
清
已
　
佐
藤
明

新
井

信
雄
　
賀
川
啓
子
　
石
原
幸
治

大
泉
一
義
　
成
田
幸
子
　
渋
沢
茂

◆
ひ
ろ
せ
町

福
田
幸
寿

大
和
良
男
　
内
田
勝

三
　
児
島
雅
久
　
佐
藤
明

児
島

隆
　
飽
戸
基
司

◆
茂
呂
南
町

福
田
幸
寿

福
田
敏
彦
　
栗
原
晴

男
　
栗
原
真
一
　
福
田
美
典
　
島

田
光
明
　

◆
新
栄
町

徳
江
正
了

三
枝
芳
江
　
兵
藤
裕

子
　
野
口
正
男
　
岡
本
和
夫
　
高

山
精
一
　
伊
藤
清
巳
　
石
綿
定
義

塚
原
繁
　
新
井
徹

太
田
友
三

森
村
登
代
司
　
栗
原
英
男
　
清
水

紀
子
　
牛
久
保
富
美
子
　
五
十
嵐

正
明
　
市
村
武
男
　
狩
野
欽
八

石
原
博

新
井
と
よ
子
　
中
島
小

二
郎
　
福
田
元
美
　
高
田
健
次

◆
波
志
江
町
一
丁
目

高
柳
広
志

千
本
木
時
治
　
上
岡

一
雄
　
竹
内
征
四
郎
　
品
田
進

糸
井
泉
　
神
戸
孝
臣
　
上
岡
佐
登

司
　
松
村
勉
　
石
川
豊
　
北
島
米

男

関
口
恵
一
　
石
田
喜
代
治

石
川
益
雄
　
木
部
隆
　
高
橋
一
雄

阿
部
正
　
内
田
祐
幸
　
新
井
美
栄

子
　
飯
野
武
　
岡
安
貴
美
一
　
樋

沢
登
喜
夫
　
高
野
博
孝
　
小
此
木

聡
　
桑
原
静
江

6

◆
波
志
江
町
二
丁
目

小
此
木
聡

植
木
達
雄
　
渡
辺
広

矢
内
勇
　
細
谷
信
明
　
川
村
保
司

川
村
明
男

◆
波
志
江
町
三
丁
目

横
堀
康
宏

石
原
徳
三
　
高
橋
弘

士
　
横
堀
雅
光
　
阿
久
津
清
一

細
井
昭
邦
　
横
堀
岩
夫
　
梅
沢
進

一
　
細
井
広
　
青
木
民
夫
　
斎
藤

歌
子
　
小
此
木
聡

横
堀
実
　
清

水
雅
男

◆
安
堀
町

星
野
幸
弘

鈴
木
恭
二
　
高
柳
林

作
　
亀
井
重
男
　
黛
金
幸
　
渡
辺

洋
一
　
中
森
繁
弥
　
柳
沢
進
　
楳

原
美
沙
緒
　
堀
田
文
　
大
谷
員
行

山
田
弘
樹

石
橋
幹
雄
　
柿
沼
一

彦
　
吉
田
善
江
　
菊
地
照
子
　
吉

沢
功
　
中
田
育
代
　
栗
原
一

◆
太
田
町

古
沢
聡

猪
股
清
　
篠
田
利
喜
夫

井
田
正
三
郎
　
竹
沢
京
造
　
中
村

吏
一
　
谷
秀
夫
　
渡
辺
茂
信
　
田

村
和
幸
　
中
村
俊
太
郎
　
天
田
恒

幸
　
斉
藤
猛
志
　
高
橋
信
義
　
高

橋
朗
　
福
島
澄
江
　
深
沢
清
人

吉
田
寛
　
須
田
康
雄
　
細
野
一
英

石
原
豊
　
岩
上
貞
司
　
犬
塚
幾
夫

吉
田
進
　
大
和
重
明
　
中
野
清

川
島
昭
治
　
山
田
弘
樹

斎
藤
浩

祥
　
阿
久
津
孝
治
　
鈴
木
秋
夫

◆
稲
荷
町

中
島
秀
幸

萩
原
多
美
枝
　
岡
本

虎
三
　
重
田
忠
雄
　
渡
辺
光
雄

松
原
栄
一
　
五
十
嵐
清
暉
　
境
野

光
夫

◆
宮
子
町

五
十
嵐
俊
幸

根
岸
治
太
郎
　
八

木
恒
　
田
西
準
一
　
飯
塚
忠
雄

坂
木
誠
一
　
井
上
清
行
　
成
川
祥

子
　
福
本
ま
す
子
　
瀬
尾
久
美

井
上
勝
太
　
中
島
秀
幸

浅
沼
利

子
　
阿
久
沢
玲
子
　
井
上
賢
一

高
野
昌
一
　
井
田
浩
子
　
鈴
木
好

夫
　
木
暮
広
志
　
井
上
賢
一
　
本

木
守
　
井
田
茂
男
　
堀
川
清
子

斎
藤
幹
郎
　
勅
使
川
原
覚

亀
井

善
弥
　
堀
川
行
雄
　
高
橋
一
郎

根
岸
善
司
郎
　
町
田
賢
　
井
戸
田

昭
　
井
野
二
郎
　
平
松
俊
輔
　
瀬

川
高
雄
　
田
島
初
男
　
井
野
貴
之

井
上
英
雄
　
井
上
安
夫
　
瀬
川
勝

美◆
連
取
本
町

都
丸
敏
秀

三
須
か
よ
子
　
布
施

川
文
彦
　
塚
越
一
仁
　
村
岡
守

細
野
泰
祥
　
渡
辺
豊
明
　
渡
辺
数

幸
　
狩
野
俊
彦
　
牛
尼
喜
夫
　
石

川
祐
三
　
宮
崎
清
　
小
出
倫
弘

糸
井
由
和

井
野
益
男
　
本
木
健

一
　
小
林
茂
　
神
田
恵
司
　
若
井

ま
り
子

◆
連
取
元
町

小
山
貴
浩

真
下
英
市
朗
　
長
谷

川
昭
二
　
池
田
栄
　
茂
木
二
郎

栗
原
英
次
郎
　
榎
三
郎
　
川
端
正

輝
　
田
島
孝
子
　
多
賀
谷
雄
三

佐
藤
千
恵
子
　
木
村
勇
　
関
根
克

浩

渋
沢
敬
太
郎
　
中
島
勇
　
関

根
勇
　
多
賀
谷
浩
　
多
賀
谷
ト
シ
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法律などに基づく利用

各種の法律や政令などには、国勢調査の結果を使うよ

うに定めているものが少なくありません。

◆衆議院の選挙区（小選挙区）の確定および議員定数

（比例代表区）の改定

◆都道府県および市町村議会の議員定数の決定

◆地方交付税の算定

◆都市計画区域の指定

行政施策などへの利用

国や都道府県、市区町村が適切な行政施策を行うには、

現状を正確に把握して将来を予測することが不可欠です。

施策の重要な基礎資料として活用されます。

◆社会保障政策…「出生の年月」から得られる年齢別人

口を用います

◆社会福祉政策…「配偶者の有無」や「世帯の種類」が

利用されます

◆高齢者福祉・母子福祉・児童福祉…「男女の別」や

「世帯主との続き柄」「出生の年月」などにより施策が進

められます

◆防災計画…「従業地又は通学地」や「住宅の建て方」

などがその資料となります

◆経済計画…「勤め先・業主などの名称及び事業の内容

（産業）」などを用います

◆地域振興計画…「１週間に仕事をした時間」や「勤め

か自営かの別」などが利用されます

◆雇用・失業政策…「１週間に仕事をした時間」「本人の

仕事の内容（職業）」などがその資料となります

◆住宅建設計画…「住宅の種類」や「住宅の床面積の合

計（延べ面積）」などが利用されます

◆教育施設…「本人の仕事の内容（職業）」などを用いて

進められます

学術研究などでの利用

国勢調査から得られた結果は、人口学、社会学、経済

学、地理学などの学術研究はもちろんのこと、一般の企

業や団体においても、製品の需要予測や店舗の配置計画

などのために使われます。

国勢調査の結果はいろいろな場面で利用されます�国勢調査の結果はいろいろな場面で利用されます�
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光
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正
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丸
宇
中
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司
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一
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信
司
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原
田
昭
江
　
清
水
富
次
郎
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松
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元
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久
子
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野
よ
し
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作
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弘
光
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中
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橋
勇
一
郎
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木
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雄
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中

謙
二
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田
一
男
　
五
十
嵐
豊

中
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三
音
次
　
関
口
文
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尾
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一
雄
　
六
本
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宏
司
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本
吉
朗
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訪
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道
　
富
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せ
つ
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使
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原
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三
村
勝
夫
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逸
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本
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二
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司
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原
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飯
島
伊
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中
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佐
美
仁

吉
岡
和
一
　
横
堀
一

正
　
高
岸
倉
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横
堀
武
雄
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上
之
宮
町

阿
佐
美
仁

岩
崎
一
夫
　
町
田
茂

義
　
須
田
清
　
新
井
勝
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宮
古
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阿
佐
美
仁

礒
部
守
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韮
塚
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武
井
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武
井
浩

阿
久
沢
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岸
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武
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須
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今
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大
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子
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光
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小
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夫
　
小
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新
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之
　
田

島
勅
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江
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司
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悦
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◆
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野
谷
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井
文
男
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幹
世
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藤
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加
藤
聖
則
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井
保
男
　
新
井
満

亀
男

Ｑ
　
国
勢
調
査
っ
て
な
に
？

Ａ

国
勢
調
査
は
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人
を
対

象
と
し
た
国
の
最
も
基
本
的
な
統
計
調
査
で
、
国
内
の
人
口

や
世
帯
な
ど
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で

す
。
国
勢
調
査
の
「
国
勢
」
と
は
、「
国
の
情
勢
」
を
意
味
し

ま
す
。

Ｑ
　
調
査
の
方
法
は
？

Ａ

9
月
下
旬
か
ら
国
勢
調
査
員
が
国
内
の
全
世
帯
を
訪
問

し
て
調
査
票
を
配
布
し
、
10
月
１
日
現
在
の
状
況
を
調
査
票

に
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
再
び
10
月
上
旬
に
国
勢
調
査

員
が
各
世
帯
を
訪
問
し
て
調
査
票
を
回
収
し
ま
す
。
10
月
１

日
午
前
0
時
時
点
で
国
内
に
居
住
し
て
い
る
す
べ
て
の
人
（
外

国
人
も
含
ま
れ
ま
す
）
が
調
査
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

▲ 19か国語の調査票を用意しています

国
勢
調
査
Q
&
A

総
集
編�



国
勢
調
査

�

9

◆
香
林
町
一
丁
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二
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今
泉
克
美

◆
西
野
町

中
野
厚

樋
口
元
男
　
渋
沢
勝
也

◆
赤
堀
今
井
町
一
丁
目

田
部
井
理
賀

梁
瀬
四
郎
　
秋
間

晴
雄
　
秋
間
則
人
　
秋
間
幸
夫

秋
間
寿
男
　
藤
見
誠

織
田
篤

渋
沢
徳
一

◆
赤
堀
今
井
町
二
丁
目

藤
見
誠

千
吉
良
佳
彦
　
五
十
嵐

敬
一
　
茂
木
博
　
板
野
徹
　
中
島

和
明
　
日
下
部
政
勝

◆
下
触
町

亀
田
裕
孝

品
田
正
彦
　
須
藤
功

楢
原
稔
　
亀
井
茂
男
　
神
沢
忠

大
沢
仁
　
須
藤
友
章
　
大
塚
政
人

◆
五
目
牛
町

亀
田
裕
孝

田
部
井
義
春
　
田
部

井
理
賀

下
橋
春
雄

◆
市
場
町
一
丁
目

蜂
須
賀
淳

大
沢
宗
夫
　
角
田
尚

嗣
　
飯
島
洋
充
　
木
村
秋
雄
　
西

川
良
一

正
田
義
和
　
小
林
宏

久
保
田
都
夫

◆
市
場
町
二
丁
目

西
川
良
一

新
井
征
英
　
松
村
秀

治
　
砂
長
香
　
五
味
定
之
　
青
木

高
行
　
山
田
道
男
　
長
沢
哲
也

井
上
昌
知

◆
掘
下
町

蜂
須
賀
淳

蜂
須
茂
利
　
小
谷
野

政
行
　
石
田
道
雄
　
設
楽
良
雄

鎌
田
実

◆
小
泉

細
野
繁

小
坂
哲
司
　
赤
石
雅
美

小
堀
健
一
　
野
口
雅
之
　
野
口
光

信◆
下
代

細
野
繁

井
上
秋
雄

◆
平
井

細
野
繁

磯
幸
夫
　
大
木
典
之

◆
下
谷

高
坂
知
宏

渡
辺
勝
　
清
水
丈
久

清
水
久
三
郎
　
膳
英
明
　
宮
崎
か

よ
子
　
入
山
幹
夫

◆
下

狩
野
健
一

梶
塚
茂
夫
　
杵
渕
静

子
　
高
坂
知
宏

山
田
久
仁
子

竹
沢
典
子
　
中
村
節
子

◆
新
町

狩
野
健
一

斎
藤
耕
一
　
新
井
進

荻
原
博
　
木
村
全
利
　
金
井
住
夫

◆
台

今
泉
和
之

岩
井
な
ほ
み
　
小
保

方
光
重
　
狩
野
健
一

小
保
方
朝

男
　
下
境
正
三
　
細
野
繁

湯
本

勇◆
八
寸

塩
島
隆
久

矢
島
七
郎
　
蕪
木

Ｑ
　
国
勢
調
査
員
は
ど
の
よ
う
な
人
な
の
？

Ａ

調
査
票
を
配
布
、
回
収
す
る
国
勢
調
査
員
は
、
市
町
村

長
の
推
薦
に
基
づ
い
て
総
務
大
臣
が
任
命
す
る
非
常
勤
の
国

家
公
務
員
で
す
。

調
査
の
際
に
は
、
身
分
を
証
明
す
る
調
査
員
証
を
携
帯
し

て
い
ま
す
。

Ｑ
　
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
調
べ
る
の
？

Ａ

男
女
の
別
、
出
生
の
年
月
、
国
籍
、
就
業
状
態
、
通
勤

通
学
地
な
ど
世
帯
全
員
一
人
ひ
と
り
に
つ
い
て
調
べ
る
ほ
か

世
帯
の
種
類
、
世
帯
員
の
数
、
住
居
の
種
類
な
ど
世
帯
に
つ

い
て
調
べ
ま
す
。

調
査
項
目
は
全
部
で
17
項
目
あ
り
ま
す
。

Ｑ
　
記
入
の
仕
方
は
難
し
く
な
い
？

Ａ

調
査
票
は
黒
鉛
筆
で
枠
を
塗
り
つ
ぶ
し
た
り
、
数
字
を

記
入
し
た
り
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

難
し
い
項
目
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
分
か
ら
な
い
個
所
は
、

お
伺
い
す
る
調
査
員
に
確
認
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
お
答
え

し
ま
す
。

Ｑ
　
な
に
が
分
か
る
の
？

Ａ

た
だ
人
口
が
分
か
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
年
齢
別

人
口
の
割
合
か
ら
、
少
子
高
齢
化
が
ど
の
く
ら
い
進
ん
で
い

る
か
、
人
口
の
流
入
・
流
出
か
ら
ど
う
い
う
地
域
へ
の
通
勤

通
学
者
が
増
え
て
い
る
か
な
ど
が
分
か
り
ま
す
。

ま
た
、
労
働
力
人
口
が
ど
の
く
ら
い
か
、
ど
う
い
っ
た
産

業
へ
の
就
業
者
が
増
え
て
い
る
か
、
ど
う
い
う
構
成
の
世
帯

が
多
く
な
っ
た
か
な
ど
も
分
か
り
ま
す
。

、・ ・

元
治
　
相
川
洋
一
　
井
田
秀
男

斎
藤
英
太
　
須
永
茂
　
中
村
仁

◆
三
室

塩
島
隆
久

佐
藤
守
男
　
板
垣
瑛

関
口
広

高
木
要
三
　
岡
田
喜
代

子
　
木
暮
寿
雄
　
桜
井
千
枝
子

内
田
照
子
　
小
林
嘉
親
　
江
原
仲

俊
　
小
暮
素
一
　
木
村
好
　
高
坂

知
宏

高
橋
照
元

◆
田
部
井
上

小
島
正
純

根
岸
せ
つ
子
　
松
原

隆
夫
　
入
沢
紀
子
　
草
処
悦
子

永
井
勝
　
須
田
宗
三
郎
　
薗
田
貴

子
　
尾
内
誠
一
　
品
田
英
俊

高

橋
義
直
　
小
島
和
之
　
赤
石
徹
雄

矢
島
正
雄
　
小
島
勇

◆
田
部
井
下

品
田
英
俊

定
方
宣
明
　
定
方
保

藍
原
俊
彦
　
新
井
稔
幸
　
阿
久
津

友
樹

佐
々
木
寛
　
監
物
貢
　
大

沢
利
勝
　
常
見
治
夫
　
今
泉
和
之

新
井
豊
吉
　
定
方
太
一
　
佐
々
木

和
好

◆
向
原

阿
久
津
友
樹

諏
訪
時
雄
　
菊
池

正
明
　
木
村
協
治
　
中
里
一
夫

中
野
泰
裕
　
阿
久
津
美
一
　
佐
藤

和
洋

◆
東
国
定
上

黒
須
寛
之

松
原
昭
彦
　
関
口
勝

敏

浅
貝
和
久
　
久
保
田
修
　
向

田
佳
功
　
井
守
克
昌
　
津
久
井
正

登
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◆
東
国
定
下

関
口
勝
敏

長
岡
友
和
　
根
岸
恒

雄
　
長
岡
善
徳
　
根
岸
厚
元

◆
西
国
定
上

黒
須
寛
之

高
橋
泰
仁
　
山
内
良

一
　
須
田
和
正
　
国
定
保
正
　
江

原
良
幸
　
高
橋
武
行
　
高
野
正
緒

◆
西
国
定
下

黒
須
寛
之

多
田
稔
　
花
塚
幸
二

浅
水
博
　
小
島
通
悦

大
山
孟

近
藤
浩
美

◆
上
田

小
島
通
悦

桑
原
一
剛
　
大
橋
朝

江
　
松
村
奈
良
子
　
鹿
沼
富
子

◆
西
小
保
方

小
島
通
悦

新
井
登
　
小
島
弘
之

高
橋
昇
　
小
島
新
市
　
今
泉
和
之

糸
井
努
　
林
祐
和
　
木
村
浩
康

金
沢
健
二

◆
境
東
町

浅
見
渉

福
島
史
良
　
板
橋
良
枝

高
柳
国
三

◆
諏
訪
町

堀
込
俊
浩

柿
沼
勲
　
新
井
恒
夫

高
畑
利
雄

今
井
文
夫

◆
元
町

飯
島
圭
二

中
村
猛
志
　
田
島
英

夫
　
尾
島
昭
夫
　
小
林
長
三
郎

◆
南
町

飯
島
圭
二

高
橋
邦
明

◆
境
仲
町

高
畑
利
雄

渋
沢
辰
晴
　
永
田
睦

◆
上
町

高
畑
利
雄

須
田
昭
次
郎
　
坂
爪

正
広

◆
萩
原

飯
島
圭
二

大
橋
武
郷
　
中
村
武

平
　
田
島
幸
雄
　
関
口
吉
範
　
関

口
忠
順

◆
清
水
町

高
畑
利
雄

田
村
八
千
代
　
渋
沢

栄◆
百
々
東

堀
込
俊
浩

岡
村
憲
一
　
小
林
国

夫
　
井
村
昭
次
　
内
田
雅
興

◆
美
原

堀
込
俊
浩

新
井
元
吉
　
上
村
久

明
　
大
月
洋
典

◆
百
々

高
畑
利
雄

高
橋
桂
二
　
市
村
盛

一
　
大
島
万
津
夫
　
細
谷
繁
男

宮
崎
利
幸
　
尾
串
稔

◆
中
島

椎
名
弘
幸

柿
沼
富
之
　
柿
沼
徹

美
　
小
林
八
郎

◆
西
今
井

横
山
真
司

上
杉
健
夫
　
上
杉
映

津
久
井
和
利

◆
上
矢
島

細
谷
繁
男

大
沢
勇
　
岡
芹
敏
夫

羽
鳥
恒
男

◆
伊
与
久
１
区

坂
庭
浩
司

田
島
悦
治
　
石
井
平

吉
　
細
谷
清
太
　
古
沢
健
助
　
村

岡
久
子
　
石
井
忠
蔵

◆
伊
与
久
２
区

細
谷
政
之

柳
沢
正
博
　
小
山
内

宏
　
細
谷
幸
寿
　
細
谷
重
通
　
松

村
吉
康
　
平
田
富
三
　
長
島
美
知

代
　
吉
沢
用
次

◆
伊
与
久
３
区

細
谷
政
之

大
谷
好
雄
　
新
井
勲

細
谷
繁
男

星
野
一
郎
　
小
野
里

好
弘

◆
木
島

細
谷
繁
男

小
此
木
一
夫
　
高
木

孝
　
小
暮
幸
男
　
新
木
勝
巳

◆
下
渕
名
６
区

坂
庭
浩
司

生
形
雅
佑
　
小
暮
恒

三
郎
　
深
町
勝
之
　
光
山
富
明

秋
山
修
一

◆
下
渕
名
７
区

光
山
富
明

吹
上
高
男
　
須
永
勝

典
　
大
橋
光
義
　
加
藤
求
　
石
井

昭
安
　
長
沼
幹
夫
　

◆
上
渕
名

光
山
富
明

並
木
重
義
　
梶
塚
清

柳
沢
一
司
　
高
田
勇
毅
　
光
山
潤

一

長
沼
文
雄
　
高
田
康
弘
　
大

野
勲
　
長
沼
明

◆
東
新
井

光
山
潤
一

清
水
弦
　
高
橋
清
氏

高
橋
守
雄

◆
上
渕
名
第
２

光
山
潤
一

佐
藤
幸
　
丸
山
努

◆
保
泉

長
谷
川
克
佳

石
川
重
信
　
和
佐

田
公
孝
　
池
田
ゆ
き
江
　
和
佐
田

真
一
　
長
谷
川
慶
一
　
川
名
美
佳

石
原
茂

田
上
千
代
子
　
関
口
昊

治◆
保
泉
一
丁
目

長
谷
川
克
佳

横
山
宏
己
　
三
木

千
恵
　
中
島
津
留
子
　
阿
部
恭
子

Ｑ
　
ど
う
し
て
も
答
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
？

Ａ

調
査
票
が
提
出
さ
れ
な
か
っ
た
り
正
し
い
回
答
が
さ
れ

な
か
っ
た
り
す
る
と
、
誤
っ
た
統
計
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

そ
う
し
た
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、「
統
計
法
」
お
よ
び
「
国
勢
調

査
令
」
で
回
答
の
義
務
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
国
勢
調
査
に
参
加
す
る
こ
と
は
、
私
た
ち
の
義

務
の
一
つ
な
の
で
す
。

Ｑ
　
個
人
情
報
は
守
ら
れ
る
の
？

Ａ

調
査
を
す
る
人
が
、
調
査
の
結
果
を
他
人
に
漏
ら
し
た

り
、
統
計
を
作
る
目
的
以
外
に
調
査
票
を
使
っ
た
り
す
る
こ

と
は
法
律
で
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
調
査
票
は
外
部
の
人
の
目
に
触
れ
な
い
よ
う
厳
重

に
保
管
さ
れ
、
集
計
後
は
す
べ
て
溶
か
し
て
再
生
紙
と
し
て

生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

Ｑ
　
調
査
結
果
は
い
つ
分
か
る
の
？

Ａ

人
口
・
世
帯
数
の
速
報
は
12
月
に
公
表
さ
れ
、
そ
の
ほ

か
の
集
計
結
果
は
、
来
年
以
降
、
順
次
公
表
さ
れ
ま
す
。

結
果
を
ま
と
め
た
報
告
書
は
、
県
・
市
の
統
計
担
当
課
や

図
書
館
な
ど
で
閲
覧
可
能
で
す
。
ま
た
、
総
務
省
統
計
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
:/
/
w
w
w
.s
ta
t.g
o
.jp

）
で
も
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

。
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県の�県の�県の� 懸賞募集�懸賞募集�懸賞募集�人口予想�人口予想�
ス・電子メールは応募締切日の午後5時

まで

賞の決定 県が12月中に公表する速報値

人口に的中した人を第一席、以下最も近

い予想をした人から順に第三席までを決

定します。また、残念賞は第一～三席に

該当しなかった応募者全員の中から抽選

で決定します

第一席…10万円

第二席…5万円

第三席…1万円（10人）

残念賞…500円のクオカード（50人）

発表 12月中に本人あてに通知するとと

もに、報道機関に公表します

表彰 平成18年１月中に県庁で行います

問い合わせ 県統計課

（蕁027－226－2406）

平成17年10月1日に行われる国勢調査

における、本県の人口を予想してください。

応募資格 県内に在住の人

応募枚数 １人１応募とします

※複数応募は、すべて無効となります

応募方法 はがきまたは封書・ファクス・

電子メールで「予想人口（○○○人）」・

郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・生

年月日・年齢・職業（学校名・学年）・

電話番号を記入してお送りください

あて先 〒371－8570 前橋市大手町

1－1－1 群馬県総務局統計課内平成

17年国勢調査群馬県実施本部

027－224－9224

toukei@pref.gunma.jp

応募締切日 9月30日（金）

※はがき・封書は当日消印有効。ファク
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◆
上
武
士

石
原
茂

西
弘
勝
信
　
坂
本
勝
雄

小
泉
真
司
　
関
根
良
一
　
田
島
至

大
島
め
ぐ
み
　
森
村
忠
宣
　
真
貝

豊◆
下
武
士
西

石
原
茂

高
木
敬
　
高
木
幸
子

根
岸
孝
行

藤
枝
幹
雄
　
椎
名
弘

幸

福
田
繁
夫
　
覚
張
晃
雄

◆
下
武
士
東

根
岸
孝
行

高
田
治
男
　
有
坂
博

之
　
柳
田
輝
吉
　
小
沢
益
夫
　
岩

田
欣
二
　
中
島
優
　
倉
林
稔
　
近

藤
邦
彦

◆
小
此
木

椎
名
弘
幸

内
田
新
一
　
椎
名
侑

史
　
天
田
俊
一
　
石
原
順
一

◆
新
地

町
田
浩
也

松
波
保
夫
　
石
井
正

明◆
新
野
新
田

町
田
浩
也

渋
沢
淳
一
　
福
島
国

雄◆
立
作

町
田
浩
也

町
田
勝
彦

◆
北
向

椎
名
弘
幸

栗
原
輝
久
　
町
田
敬

之◆
西
島
前
河
原

町
田
浩
也

橋
本
道
年
　
大
野
勝

◆
平
塚

町
田
浩
也

渋
沢
得
治
　
大
島
哲

男
　
渋
沢
春
雄

◆
境
新
栄

横
山
真
司

宮
沢
弘
　
新
井
史
城

在
岡
清
司

梶
井
武
雄
　
正
田
晃

一◆
南
米
岡

高
橋
政
義

栗
原
利
彦

◆
北
米
岡

高
橋
政
義

青
木
正
彦
　
高
柳
好

已
　
東
真
由
美
　
石
沢
忠
義

◆
栄
町

浅
見
渉

田
代
伊
佐
雄
　
柿
沼
光

義
　
山
田
隆
　
野
村
紀
夫
　
長
谷

川
昇
三
　
金
井
誉
雄
　
高
橋
政
義

武
正
正
二
　
山
越
力

◆
女
塚

在
岡
清
司

下
田
馨
　
大
月
和
宏

細
谷
慶
一
　
北
爪
清
作
　
江
田
魂

行
　
福
島
富
雄
　
海
老
沢
守
男

蜂
須
治
雄
　
高
橋
政
義

奥
積
精

一
　
亀
井
忠
二

◆
三
ツ
木

横
山
真
司

高
柳
進
　
田
部
井
清

大
谷
富
衛
　
中
橋
量
夫

以
上
の
調
査
員
が
9
月
下
旬
か

ら
皆
さ
ん
の
お
宅
に
順
次
お
伺
い

し
、
国
勢
調
査
の
調
査
票
を
配
布

説
明
・
回
収
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

平成12年1～6月の県の移動人口調査結果�

※平成12年国勢調査結果　2,024,820

※移動人口統計調査…国勢調査結果を基
礎に、転入、転出、出生、死亡などの数
（住民基本台帳法・外国人登録法に定め
る届け出など）を加減して算出�

期　　日� 人　　口�

平成12年1月1日�

2月1日�

3月1日�

4月1日�

5月1日�

6月1日�

2,029,880

2,030,096
2,030,429

2,027,631

2,030,587

2,030,098

平成17年1～6月の県の移動人口調査結果�

期　　日� 人　　口�

平成17年1月1日�

2月1日�

3月1日�

4月1日�

5月1日�

6月1日�

2,032,709

2,032,699
2,032,556

2,028,733

2,030,599

2,030,951

・



国
勢
調
査

�

12

的中すると�5万円�相当の�記念品�

市では10月１日の国勢調査にあたり「市の人口
予想懸賞募集」を行います。ここでいう人口とは、
平成17年国勢調査を実施した結果得られた市の総
人口（集計結果に基づいて市長が決定した数）をい
います。

応募資格 市内に在住の人。ただし市職員は除く
応募方法 官製はがきに予想人口を算用数字で記入
し、住所・氏名・年齢・職業（学生、生徒は学校
名および学年）を明記してください
※応募は１人１枚、予想人口は１つとし、複数応
募はすべて無効とします

あて先 〒372－8501 今泉町二丁目410番地
市役所情報政策課
※「人口予想」と朱書きしてください

応募締切日 9月30日（金）
※当日消印有効

賞品
①　的中者1人のとき…5万円相当の記念品
② 的中者2人以上のとき…5万円を的中者の数
で割った金額に相当する記念品
③ 的中者がいないとき…近似値を予想した人の
上位10人までに対し、それぞれ5千円相当の記
念品。ただし、上位にあるものが10人を超え
るときは抽選で10人を決定します

発表 広報いせさきでお知らせします

本市の人口推移（各年10月1日現在）
3 7 2 8 5 0 1

はがきの書き方�

伊
勢
崎
市
今
泉
町
二
丁
目
410
�

人
口
予
想�

市
役
所
情
報
政
策
課
�

朱書きしてください�

予想人口を算用数字で記入�

○○○,○○○人�

住所�

氏名�

年齢�

職業（学校名・学年）� 0　50,000　100,000　150,000　200,000（人）�

159,069

168,559

175,254

184,420

194,393

昭和55年�

昭和60年�

平成 2年�

平成 7年�

平成12年�

※旧4市町村国勢調査結果の合計です��
【参考】平成15年10月～平成16年9月の1か月間平均移動状況�
　　　　　出生　 175人　　　　　　　　死亡　127人�
　　　　　転入　1,007人　　　　　　　　転出　895人�

来
る
十
月
一
日
、
全
国
一
斉
に
国
勢
調

査
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
回
は
大
正
九
年
の

第
一
回
調
査
か
ら
数
え
て
十
八
回
目
と
な

り
、
新
生
伊
勢
崎
市
と
し
て
は
初
め
て
の

調
査
と
な
り
ま
す
。
こ
の
結
果
は
、
国
や

地
方
公
共
団
体
の
行
う
福
祉
対
策
、
都
市

計
画
、
雇
用
対
策
な
ど
、
行
財
政
施
策
の

重
要
な
基
礎
資
料
と
な
り
、
本
市
の
市
政

に
も
反
映
さ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
に
あ
た
り
、
す
で
に
市
民
の

皆
さ
ん
の
中
か
ら
、
調
査
員
が
総
務
大
臣

の
任
命
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
市
役
所
内

に
国
勢
調
査
伊
勢
崎
市
実
施
本
部
を
設
け
、

十
月
一
日
の
調
査
日
に
向
け
て
準
備
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

な
に
と
ぞ
、
国
勢
調
査
の
重
要
性
を
十

分
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
し
て
、
お
忙
し
い

と
こ
ろ
恐
縮
で
す
が
、
調
査
に
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
十
七
年
国
勢
調
査
伊
勢
崎
市
実
施
本
部
長

助
役
　
鈴
木
宣
男

抜
き
取
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い



期
日

10
月
１
日
・
15
日
・
22
日

29
日
の
土
曜
日
（
全
４
回
）

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

会
場

根
岸
服
飾
編
物
学
院
（
大

手
町
）

定
員

20
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

参
加
料

無
料

※
教
材
費
（
８
、
０
０
０
円
）
は

自
己
負
担
で
す
（
ヂ
ャ
ン
テ
ィ
織

器
を
持
っ
て
い
る
人
は
６
、
５
０

０
円
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

９
月

６
日
（
火
）
と
８
日
（
木
）
の
午

前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
の
間

に
根
岸
服
飾
編
物
学
院
（
蕁
（23）
６

８
４
８
）

期
日

９
月
10
日
・
17
日
・
24
日

10
月
１
日
の
土
曜
日
（
全
４
回
）

時
間

午
前
９
時
10
分
〜
正
午

会
場

絣
の
郷
（
市
民
交
流
館
）

対
象

市
内
に
在
住
の
親
子
ま
た

は
小
学
３
年
生
以
上
の
子
ど
も

定
員

20
人

内
容

伊
勢
崎
の
地
場
産
食
材
を

テ
ー
マ
に
し
た
マ
ッ
プ
づ
く
り

参
加
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
委
員
の
原

口
さ
ん
（
蕁
（25）
３
３
２
５
）

【
Ｊ
Ｉ
Ｓ
半
自
動
・
被
覆
溶
接
基

本
級
（
5
コ
ー
ス
）
準
備
講
座
】

期
日

９
月
15
日（
木
）・
16
日（
金
）

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

対
象

在
職
者
お
よ
び
求
職
者
で

技
術
検
定
受
験
資
格
を
満
た
す
人

定
員

各
コ
ー
ス
５
人

内
容

実
技
試
験
の
練
習

【
機
械
系
2
Ｄ
―
Ｃ
Ａ
Ｄ
中
級
】

期
日

９
月
15
日（
木
）・
16
日（
金
）

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

対
象

在
職
者
お
よ
び
求
職
者
で

Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
Ｗ
Ｓ
の
基
本
操
作
が

で
き
る
人

定
員

10
人

内
容

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ａ
ド
ラ
フ
テ
ィ

13

生
涯
学
習
促
進
事
業

ヂ
ャ
ン
テ
ィ
織
物
に
よ
る

ス
テ
キ
な
ベ
ス
ト
作
り

・

楽
し
い
工
作
で

食
べ
物
を
学
ぼ
う
！

・

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習

ン
グ
を
使
用
し
た
図
面
の
書
き
方

【
第
１
種
電
気
工
事
士
技
能
試
験

受
験
準
備
講
習
】

期
日

９
月
20
日
（
火
）
・
21
日

（
水
）・
22
日
（
木
）・
26
日
（
月
）

27
日（
火
）・
28
日（
水
）（
全
６
回
）

時
間

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

対
象

在
職
者
お
よ
び
求
職
者
で

10
月
１
日
（
土
）
の
実
技
試
験
を

受
験
す
る
人

定
員

５
人

内
容

実
技
試
験
直
前
対
策

※
材
料
費
は
自
己
負
担
で
す

＊
　
　
　
＊

い
ず
れ
も

会
場

県
立
前
橋
産
業
技
術
専
門

校
（
前
橋
市
）

受
講
料

無
料

申
込
方
法

往
復
は
が
き
を
使
用
。

往
信
用
は
が
き
の
裏
面
に
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
希
望
す
る
講

習
名
・
在
職
者
は
勤
務
先
名
を
記

入
し
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

※
返
信
用
は
が
き
の
表
面
に
住
所

氏
名
・
郵
便
番
号
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い

あ
て
先

〒
３
７
１
―
０
０
０
６

前
橋
市
石
関
町
１
２
４
―
１
　
県

立
前
橋
産
業
技
術
専
門
校
　

申
込
締
切
日

９
月
９
日
（
金
）

※
当
日
必
着

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
で
す

問
い
合
わ
せ

県
立
前
橋
産
業
技

術
専
門
校
（
蕁
０
２
７
―
２
３
０

―
２
２
１
１
）

・・

◆第27回東京スポーツ杯争奪戦� ◆【場外発売】川口市営第3回第2節（川口）�

◆【場外発売】ＳＧ第9回オートレースグランプリ（浜松）�◆【場外発売】千葉県営第3回第2節（船橋）�

ナイターレース開催中�
9
月
6
日
（
火
）・
19
日
（
祝
）�

優
勝
戦
終
了
後
、�

花
火
を
打
ち
上
げ
ま
す�

�

◆車買い取りのラビット杯�
　ＧⅠ第12回ムーンライトチャンピオンカップ争奪戦�

◆第27回東京スポーツ杯争奪戦�

◆【場外発売】千葉県営第3回第2節（船橋）�

◆第30回上毛新聞社杯争奪戦�

◆【場外発売】川口市営第3回第2節（川口）�

◆【場外発売】ＳＧ第9回オートレースグランプリ（浜松）�

市民病院では、平成18年4月採用の職員を次のとおり
募集します。採用試験申込書は、市民病院2階総務課で
交付します。申込書は、市民病院ホームページ（http:
//www.hospital.isesaki.gunma.jp/）から印刷するこ
ともできます。
なお、郵送による書類の請求、受付はできませんので、

本人または代理の人が提出してください。
職種および採用人員 助産師・4人、看護師・30人
※今後の事業計画などにより変更する場合があります

年齢および資格要件 昭和45年4月2日から昭和60年
4月1日までに生まれた人で必要な免許証を有する人
および免許取得見込みの人
受付期間 9月30日（金）まで
※土・日・祝日は除きます

受付時間 午前9時～午後5時
試験実施日 10月8日（土）
※詳細は本人あてに通知します

試験方法 専門試験・作文試験・面接試験・健康診断
住所要件 通勤可能な範囲に在住の人
採用予定日 平成18年4月1日
給与その他の条件 市の条例などの規定によります
書類の提出・問い合わせ
市民病院総務課（蕁25－5022）

市民病院職員募集�市民病院職員募集�市民病院職員募集�



自
衛
官
を
左
表
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
群
馬
地
方

連
絡
部
前
橋
募
集
案
内
所
（
蕁
０

２
７
―
２
３
３
―
８
９
６
０
、

h
ttp
://w
w
w
.gu
n
m
a.p
lo
.jd
a.

g
o
.jp

）
ま
た
は
市
民
課
（
内
線

２
１
４
３
）

期
間

11
月
か
ら
平
成
18
年
２
月

ま
で
の
う
ち
15
日
間
程
度

※
詳
細
は
参
加
者
に
別
途
通
知

会
場

前
橋
、
高
崎
、
太
田
の
各

産
業
技
術
専
門
校

対
象

就
職
に
強
い
意
欲
の
あ
る

お
お
む
ね
35
歳
以
上
の
求
職
者

定
員

各
会
場
10
人

内
容

就
職
に
役
立
つ
講
習
、
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
個
別
の
仕
事
探

し
な
ど

参
加
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

９
月

30
日
（
金
）
ま
で
に
県
労
働
政
策

課
（
蕁
０
２
７
―
２
２
６
―
３
４

０
６
）

期
日

９
月
23
日
（
祝
）

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
場

絣
の
郷
（
市
民
交
流
館
）

定
員

40
人
（
先
着
順
）

内
容

環
境
学
習
会
と
ハ
イ
ド
ロ

カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
の
開
催

講
師

近
藤
龍
良
さ
ん
ほ
か

参
加
料

５
０
０
円
（
材
料
費
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

粕
川

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
の
会
の
高
橋
美

律
子
さ
ん
（
蕁
（25）
６
３
３
４
）

（
財
）
伝
統
文
化
活
性
化
国
民

協
会
（
文
化
庁
委
嘱
団
体
）
の
認

定
事
業
と
し
て
、
昨
年
に
引
き
続

き
本
年
も
、
子
ど
も
の
た
め
の
こ

と
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
日
本
の

伝
統
楽
器
で
あ
る
こ
と
に
触
れ
、

自
分
で
曲
を
奏
で
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
日

９
月
25
日
・
10
月
23
日
・

11
月
13
日
・
27
日
・
12
月
11
日
・

25
日
・
平
成
18
年
１
月
15
日
・
22

日
・
２
月
５
日
・
19
日
の
日
曜
日

と
10
月
10
日
（
祝
）（
全
11
回
）

時
間

①
午
後
２
時
開
始
、
②
午

後
３
時
開
始

会
場

絣
の
郷
（
円
形
交
流
館
）

ほ
か

対
象

小
・
中
学
生

定
員

20
人

講
師

井
田
晴
美
さ
ん
（
こ
と
の

合
奏
グ
ル
ー
プ
さ
く
ら
琴そ

う

代
表
）

ほ
か

参
加
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

９
月

20
日（
火
）ま
で
に
電
話
で
代
表
の

井
田
晴
美
さ
ん（
蕁
（31）
２
０
７
２
）

幼
稚
園
・
小
・
中
・
養
護
学
校

の
臨
時
教
職
員
（
教
諭
・
養
護
教

諭
・
事
務
職
員
・
栄
養
職
員
・
介

助
員
）
の
登
録
者
を
随
時
募
集
し

て
い
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

学
校

教
育
課
（
内
線
２
４
３
５
）

14

募
集�

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

と
こ
と
ん
就
職
支
援

参
加
者
募
集

県
地
域
環
境
学
習
推
進
事
業

「
快
適
な
環
境
づ
く
り
と
園
芸

福
祉
に
つ
い
て
」
参
加
者
募
集

こ

と

子

ど

も

教

室

受

講

生

募

集

臨

時

教

職

員

の

登

録

者

募

集

女性のためのなんでも相談会
～ひとりで悩まずご相談ください～

期日 9月18日（日）

時間 午前10時～午後3時

会場 ふくしプラザ

相談料 無料

相談員 伊勢崎人権擁護委員協議会女性委員

相談方法 当日直接会場へおいでください

※電話相談も受け付けます（蕁26－7733）

※秘密は厳守します

問い合わせ 伊勢崎人権擁護委員協議会啓発

活動委員の狩野さん（蕁62－6544）

赤堀芸術文化プラザのステージで力いっぱい歌

ったり、踊ったりしてみませんか。ジャンルは問

いません。一人でもグループでも参加できます。

期日 10月１日（土）

時間 午後1時～3時30分

会場 赤堀芸術文化プラザ

対象 市内に在住の小・中学生

募集人数 20人（組）

内容 ステージ発表（カラオケ・ダンス・舞踊・

詩吟・民謡・その他）

参加料 無料

※カラオケ用テープ・CDなどは各自用意して

ください

申し込み・問い合わせ 9月17日（土）までに

赤堀芸術文化プラザ（蕁63－1200）

募集一覧表�
募集項目  � 資　格�
看 護 学 生 �
（男子・女子）�

高卒（見込）�
24歳未満�

高卒（見込）�
21歳未満�

高卒（見込）�
21歳未満�

18歳以上�
27歳未満�

受付期間�
9月9日（金）�
～30日（金）�

9月9日（金）�
～30日（金）�

11月5日（土）・�
6日（日）�

試験期日�

10月16日（日）�

合格発表�

11月1日（火）�

防 衛 大 学 校 �
（男子・女子）� 12月7日（水）�

防衛医科大学校�
（男子・女子）� 11月29日（火）�

2等陸・海・空士�
（男子・女子）�

�

男子  年間を通じて　�
女子  9月8日（木）�
　　  まで�
�

男子  6月・9月・�
　　  10月予定�
女子  9月下旬�

男子  試験時にお知�
　　  らせします�
女子  11月18日（金）�

推薦　9月5日（月）�
　　～7日（水）�
一般　9月9日（金）�
　　～30日（金）�

推薦  9月24日（土）・�
　　  25日（日）�
一般 11月12日（土）・�
　　  13日（日）�



活
動
日

第
１
・
３
土
曜
日

時
間

午
後
７
時
〜
９
時

会
場

北
公
民
館

講
師

大
島
あ
い
子
さ
ん

会
費

１
回
に
つ
き
４
、
１
８
０

円
（
花
代
な
ど
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

堀
越

美
知
子
さ
ん
（
蕁
（23）
２
４
５
３
）

応
募
作
品

１
人
１
首

※
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す

※
応
募
し
た
作
品
の
修
正
・
訂
正

は
で
き
ま
せ
ん

応
募
方
法

は
が
き
に
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
と
短
歌
１

首
を
書
い
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

あ
て
先

〒
３
７
０
―
０
１
０
４

境
木
島
８
１
８
　
境
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
内
　
「
境
短
歌
会
実
行
委

員
会
」

応
募
期
間

９
月
６
日
（
火
）
か

ら
17
日
（
土
）
ま
で

※
当
日
必
着

●
境
短
歌
会

期
日

10
月
２
日
（
日
）

時
間

午
前
10
時
開
始

会
場

境
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

参
加
料

１
、
０
０
０
円
（
昼
食

代
を
含
む
）

問
い
合
わ
せ

境
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
（
蕁
（76）
２
２
２
２
）

市し

の
国こ

く

際さ
い

化か

を
推す

い

進し
ん

す
る
イい

ベべ

ンん

トと

な
ど
で
協き

ょ
う

力り
ょ
く

し
て
い
た
だ
け

る
ボぼ

ラら

ンん

テて

ィぃ

アあ

を
募ぼ

集し
ゅ
う

し
ま
す
。

地ち

域い
き

の
国こ

く

際さ
い

化か

、
多た

文ぶ
ん

化か

共き
ょ
う

生せ
い

社し
ゃ

会か
い

の
推す

い

進し
ん

に
関か

ん

心し
ん

の
あ
る
人ひ

と

は
、

ぜ
ひ
申も

う

し
込こ

み
く
だ
さ
い
。

対た
い

象し
ょ
う

市し

内な
い

に
在ざ

い

住じ
ゅ
う

・
在ざ

い

勤き
ん

・
在ざ

い

学が
く

の
18
歳さ

い

以い

上じ
ょ
う

の
人ひ

と

※
国こ

く

籍せ
き

・
性せ

い

別べ
つ

は
問と

い
ま
せ
ん

※
報ほ

う

酬し
ゅ
う

は
あ
り
ま
せ
ん

申も
う

し
込こ

み

所し
ょ

定て
い

の
申も

う
し

込こ
み

書し
ょ

に
必ひ

つ

要よ
う

事じ

項こ
う

を
記き

入に
ゅ
う

し
、
国こ

く

際さ
い

課か

へ

※
申も

う
し

込こ
み

書し
ょ

は
国こ

く

際さ
い

課か

に
用よ

う

意い

し
て

あ
り
ま
す
。
市し

ホほ

ーー

ムむ

ペぺ

ーー

ジじ

か

ら
も
ダだ

ウう

ンん

ロろ

ーー

ドど

で
き
ま
す

問と

い
合あ

わ
せ

国こ
く

際さ
い

課か

（
内な

い

線せ
ん

２

１
１
４
）

活
動
日

第
２
・
４
月
曜
日

時
間

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

会
場

ふ
く
し
プ
ラ
ザ

内
容

粘
土
を
使
っ
た
人
形
や
小

物
作
り
で
す
。
見
学
も
歓
迎
し
ま
す

講
師

高
橋
広
子
さ
ん

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

須
藤

和
江
さ
ん
（
蕁
（25）
２
３
１
０
）

車
い
す
介
助
・
外
来
受
付
フ
ロ

ア
で
の
受
付
案
内
な
ど
の
手
伝
い

が
で
き
る
人
を
随
時
、
募
集
し
て

い
ま
す
。

活
動
日

都
合
の
良
い
日

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す

時
間

午
前
９
時
〜
正
午

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
民

病
院
地
域
医
療
連
携
室
（
蕁
（25）
５

０
２
２
）

県
で
は
、
県
内
の
景
観
（
風
景
）

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
っ
て
い
ま

す
。
入
賞
者
に
は
賞
状
や
記
念
品

な
ど
が
贈
ら
れ
ま
す
。

あ
な
た
の
心
に
残
る
景
色
・
街

並
み
な
ど
、
い
つ
ま
で
も
残
し
て

お
き
た
い
大
切
な
風
景
を
写
真
に

し
て
、
ぜ
ひ
応
募
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

題
材

県
内
の
景
観
（
風
景
）
写

真
で
未
発
表
、
発
表
予
定
の
な
い

写
真

サ
イ
ズ

カ
ラ
ー
写
真
四
つ
切
り

（
サ
ー
ビ
ス
四
つ
切
り
可
）。
た
だ

し
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し

た
も
の
は
不
可

応
募
方
法

応
募
作
品
裏
面
に
必

要
事
項
を
記
入
し
た
応
募
票
を
添

付
し
、
県
写
真
材
料
商
組
合
加
盟

の
写
真
店
ま
た
は
県
自
然
環
境
課

の
い
ず
れ
か
に
持
参
ま
た
は
郵
送

し
て
く
だ
さ
い

※
応
募
票
は
、
都
市
計
画
課
ま
た

は
県
自
然
環
境
課
に
用
意
し
て
あ

り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

応
募
期
間

11
月
30
日（
水
）ま
で

※
当
日
消
印
有
効

発
表

平
成
18
年
１
月
上
旬
に
行

い
、
入
賞
者
に
は
本
人
あ
て
通
知

し
ま
す

問
い
合
わ
せ

県
自
然
環
境
課（
蕁

０
２
７
―
２
２
６
―
２
８
７
６
）

ま
た
は
都
市
計
画
課
（
内
線
２
４

３
７
）

期
日

９
月
３
日
か
ら
10
月
22
日

ま
で
の
土
曜
日
（
全
８
回
）

時
間

午
後
５
時
〜
７
時

会
場

絣
の
郷
（
市
民
交
流
館
）

対
象

小
･
中
学
生
、
高
校
生

定
員

各
10
人

内
容

県
和
太
鼓
会
統
一
曲
を
教

材
に
し
た
演
奏
で
す

参
加
料

無
料

申
し
込
み

９
月
３
日
（
土
）
午

後
４
時
30
分
か
ら
直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ

伊
勢
崎
和
太
鼓
の

半
田
孝
さ
ん
（
蕁
（32）
７
７
７
１
）

15

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

サ
ー
ク
ル
会
員
募
集

第
23
回
境
短
歌
会
作
品
募
集

国こ
く

際さ
い

化か

を
推す

い

進し
ん

す
る
た
め
の

ボぼ

ラら

ンん

テて

ィぃ

アあ

スす

タた

ッっ

フふ

募ぼ

集し
ゅ
う

ロ
マ
ン
ド
ー
ル
教
室

会
員
募
集

市
民
病
院

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

第
５
回
こ
ん
な
風
景
を

い
つ
ま
で
も
残
し
た
い

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

和

太

鼓

体

験

教

室

参

加

者

募

集

11月19日に任期満了を迎える農業委員会委員

の選挙期日が決まりました。

立候補届けの受付など詳細については、決まり

次第お知らせします。

期日 11月6日（日）

問い合わせ 選挙課（内線2339）

農業委員会委員選挙



期
日

９
月
17
日
（
土
）
・
18
日

（
日
）

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

会
場

市
指
定
重
要
文
化
財
旧
森

村
家
住
宅
（
連
取
町
）

※
駐
車
場
は
ア
イ
オ
ー
信
金
宮
郷

支
店
職
員
駐
車
場
が
利
用
で
き
ま
す

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ

絣
の
会
の
井
上
い

く
さ
ん
（
蕁
（25）
５
８
４
９
）
ま
た

は
文
化
財
保
護
課
（
蕁
（24）
０
９
６

６
）平

成
17
年
度
は
「
日
本
に
お
け

る
ド
イ
ツ
年
」
で
す
。

本
市
で
は
、
環
境
先
進
国
で
あ

る
ド
イ
ツ
の
環
境
局
が
作
成
し
た

ポ
ス
タ
ー
を
市
役
所
お
よ
び
各
支

所
で
順
次
展
示
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
11
月
６
日
（
日
）
に
清

掃
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
21
で
行

わ
れ
る
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

お
い
て
も
展
示
予
定
で
す
。

展
示
場
所
・
期
間

●
本
庁
＝
９
月
14
日
（
水
）
か
ら

27
日
（
火
）
ま
で

●
あ
ず
ま
支
所
＝
９
月
29
日（
木
）

か
ら
10
月
５
日
（
水
）
ま
で

●
境
支
所
＝
10
月
６
日
（
木
）
か

ら
12
日
（
水
）
ま
で

●
赤
堀
支
所
＝
10
月
14
日
（
金
）

か
ら
20
日
（
木
）
ま
で

問
い
合
わ
せ

環
境
保
全
課
（
内

線
３
４
０
４
）

期
日

９
月
６
日
（
火
）

時
間

午
前
11
時
〜
午
後
２
時

会
場

絣
の
郷
（
円
形
交
流
館
）

販
売
品

手
作
り
小
物
・
木
工
製

品
・
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
せ
っ
け
ん

農
産
物
・
古
着
・
お
も
ち
ゃ
な
ど

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
樫
の

木
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
蕁
（30）
５
０
１
１
）

期
日

９
月
19
日
（
祝
）

時
間

午
後
２
時
開
演

会
場

文
化
会
館

曲
目

春
風
・
ク
ー
プ
ラ
ン
の
墓

な
ど

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ

殖
蓮
中
学
校
吹
奏

楽
部
顧
問
の
小
川
さ
ん
ま
た
は
今

泉
さ
ん
（
蕁
（25）
４
４
４
５
）

障
害
者
（
児
）
を
持
つ
家
族
の

人
た
ち
が
集
ま
っ
て
交
流
す
る
場

で
す
。

期
日

９
月
７
日
（
水
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

ふ
く
し
プ
ラ
ザ

参
加
料

無
料

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
樫
の

木
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
蕁
（30）
５
０
１
１
）

期
日

９
月
18
日
（
日
）

時
間

午
後
２
時
開
演

会
場

文
化
会
館

曲
目

春
風
・
紅
炎
の
鳥
な
ど

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ

宮
郷
中
学
校
吹
奏

楽
部
顧
問
の
進
邦
さ
ん
（
蕁
（25）
４

４
４
８
）

期
日

９
月
11
日
（
日
）

時
間

午
後
１
時
30
分
開
演

会
場

文
化
会
館

曲
目

第
１
部
＝
ア
ン
ダ
ー
・
ザ
・
シ
ー
、

ス
パ
イ
大
作
戦
の
テ
ー
マ
、
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
ヘ
ッ
ド
ほ
か

第
２
部
＝
ト
ル
コ
行
進
曲
、
ス
ラ

ブ
舞
曲
第
10
番
、
カ
リ
ン
カ
ほ
か

第
３
部
＝
未
来
へ
、
空
も
飛
べ
る

は
ず
、
祝
典
序
曲
ほ
か

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ

第
三
中
学
校
ギ
タ

ー
マ
ン
ド
リ
ン
部
顧
問
の
石
川
文

俊
さ
ん
ま
た
は
田
島
敏
江
さ
ん（
蕁

（24）
２
１
５
１
）

期
日

９
月
17
日
（
土
）

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
場

文
化
会
館

講
師

長
谷
川
安
衛
さ
ん
（
邑
楽

町
立
図
書
館
長
）

参
加
料

無
料

問
い
合
わ
せ

市
文
化
協
会
副
会

長
の
荻
原
久
ヱ
さ
ん
（
蕁
（24）
１
０

７
５
）

期き

日じ
つ

９
月が

つ

18
日に

ち

（
日に

ち

）

時じ

間か
ん

午ご

前ぜ
ん

10
時じ

〜
午ご

後ご

６
時じ

会か
い

場じ
ょ
う

ラら

ブぶ

リり

バば

ーー

親し
ん

水す
い

公こ
う

園え
ん

う

ぬ
き

内な
い

容よ
う

テて

ンん

トと

出し
ゅ
っ

展て
ん

な
ど
に
よ
る

ブぶ

ラら

ジじ

ルる

文ぶ
ん

化か

の
紹し

ょ
う

介か
い

問と

い
合あ

わ
せ

グぐ

ルる

ーー

プぷ

アあ

ミみ

ザざ

ーー

ジじ

（
蕁
０
９
０
―
８
３
４
８
―

５
０
２
０
）
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催
し�

ド
イ
ツ
環
境
ポ
ス
タ
ー
展

樫
の
木
愛
あ
い
バ
ザ
ー

・

殖
蓮
中
学
校
吹
奏
楽
部

第
22
回
定
期
演
奏
会

お

し

ゃ

べ

り

会

宮
郷
中
学
校
吹
奏
楽
部

第
８
回
定
期
演
奏
会

第
三
中
学
校
ギ
タ
ー
マ
ン
ド
リ
ン
部

第
25
回
定
期
演
奏
会

第
12
回
文
学
講
演
会

東
群
馬
の
詩
誌
と
詩
人

〜
伊
勢
崎
の
詩
人
た
ち
を
巡
っ
て
〜

ブぶ

ラら

ジじ

ルる

独ど
く

立り
つ

記き

念ね
ん

祭さ
い

２
０
０
５

臨時休館のお知らせ
●赤堀歴史民俗資料館
資料を消毒するため施設を休館します。

ご協力をお願いします。

期間 9月16日（金）から19日（祝）まで

問い合わせ 赤堀歴史民俗資料館

（蕁63－0030）

●あずま図書館・あずまウオーターランド
あずま地区体育祭開催のため施設を休館

します。ご協力をお願いします。

期日 9月25日（日）

問い合わせ あずま中央公民館

（蕁62－0115）

か

す

り

の

魅

力

展

〜
十
五
夜
絵
手
紙
展
同
時
開
催
〜



期
日

10
月
１
日
か
ら
22
日
ま
で

の
土
曜
日
（
全
４
回
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

市
民
体
育
館

対
象

市
内
に
在
住
・
在
学
の
小

学
４
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で

定
員

30
人

参
加
料

６
０
０
円
（
保
険
料
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

９
月

12
日
（
月
）
か
ら
24
日
（
土
）
ま

で
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
蕁
（30）
１

３
０
２
）

期
日

９
月
26
日
か
ら
10
月
24
日

ま
で
の
月
・
木
曜
日
（
全
８
回
）

※
10
月
10
日
は
除
き
ま
す

時
間

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

会
場

市
民
体
育
館

対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
の
小

学
生
以
上

定
員

30
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

内
容

基
礎
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
か
ら

初
歩
的
技
能
練
習
ま
で

参
加
料

１
、
０
０
０
円
（
保
険

料
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

９
月

９
日
（
金
）
か
ら
19
日
（
祝
）
ま

で
に
参
加
料
を
添
え
て
市
民
体
育

館
（
蕁
（23）
７
０
１
５
）

期
日

11
月
６
日
（
日
）

時
間

午
前
10
時
30
分
開
始
（
午

前
10
時
受
付
開
始
）

会
場

市
民
プ
ラ
ザ

参
加
資
格

市
内
に
在
住
の
小
学

１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
各
流

会
派
に
所
属
し
師
範
の
推
薦
し
た

人種
目

小
太
刀
団
体
戦
、
個
人
戦

※
プ
ロ
お
よ
び
プ
ロ
団
体
は
出
場

で
き
ま
せ
ん

参
加
料

個
人
・
団
体
＝
４
、
０

０
０
円
（
保
険
料
、
昼
食
代
な
ど
）

※
個
人
戦
に
出
場
す
る
人
は
団
体

戦
が
無
料
に
な
り
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

９
月

25
日
（
日
）
ま
で
に
坂
東
太
郎
杯

ゲ
ン
キ
チ
ャ
ン
バ
ラ
大
会
事
務
局

の
小
倉
君
子
さ
ん
（
蕁
（32）
１
２
０

３
）
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ス
ポ
ー
ツ�

◆障害児デイサービス　ポランの広場◆�

　言葉や心身の発達に遅れがあるなどの就
学前の子どもに対し、保護者と一緒に通園
してもらい、早期に適切な援助を行います。�
　保護者には、その不安や悩みを受け止め、
子育ての方法などの支援をします。また、
療育に関する地域の情報も提供します。�
　※電話連絡の上、一度見学にお越しくだ�
　さい�

◆親子すこやか教室　たんたん◆�

　言葉が遅い、落ち着きがないなどの心配
のある就学前の子どもを対象に、保育士と
楽しく遊び、より良い育ちの援助を目的と
した会です。親子一緒にお出かけください。�
期日　第1・3水曜日�
時間　午前9時30分～11時30分�
　※電話予約が必要です�
�

◆ 電　話　相　談 ◆�

期日　月曜日から金曜日まで（祝日は除く）�
　※第1・3月曜日は臨床発達心理士がいま�
　す�
時間　午前9時30分～午後4時30分�
内容　言葉が遅い、落ち着きがないなどの
　悩み�

いずれも　申し込み・問い合わせ　�
　地域ふくし館ばんどう（　32－7748）�

ジ
ュ
ニ
ア
卓
球
教
室

ボ

ク

シ

ン

グ

教

室

第
２
回
坂
東
太
郎
杯

ゲ
ン
キ
チ
ャ
ン
バ
ラ
大
会

11月6日（日）午前10時～午後3時、環境フェスティバルが清
掃リサイクルセンター21で開催されます。そこで、環境に関する
取り組みを行っている企業やフリーマーケットに参加してくれる人
を募集します。 問い合わせ 環境保全課（内線3404）
●環境フェスティバル参加団体募集
新市誕生記念事業として開催される環境フェスティバルの会場

に、環境に関する取り組みを行っている団体・企業が、自らの取り
組みを展示できるスペースを設けます。
来場者への環境啓発にご協力いただける多くの団体・企業の参加

をお待ちしています。
対象 環境に関する活動をしている団体・企業など
内容 環境活動や製品などを紹介できるスペースを設けます
応募方法 電話で環境保全課へ
応募締切日 9月30日（金）
●フリーマーケットの出店者募集
環境フェスティバルのイベントの1つとして行う、フリーマーケ

ットの出店者を募集します。
募集区画数 70区画
※食料品および生き物は不可です
※20歳以上の人に限ります
※申し込み多数の場合は抽選となります

出店料 500円
応募方法 往復はがきを使用。往信用はがきの裏面に、住所・氏
名・年齢・電話番号・出店内容を記入し郵送してください
※返信用はがきの表面に返信先の住所・氏名・郵便番号を記入し
てください
あて先 〒372－8501 今泉町二丁目410番地　市役所環境保
全課「フリーマーケット」係
応募締切日 10月11日（火）必着

環境フェスティバル参加者募集

環境に関する作品（ポスター・イラスト・写真・標語・造形など）
を募集します。
優秀作品は、11月6日（日）に開催される環境フェスティバル

で展示させていただきます。
※応募いただいた作品は原則返却しませんのでご了承ください

テーマ 環境問題、自然環境、省エネ、省資源など環境に関するも
のであれば何でも結構です
作品形式 ポスター・イラスト・写真・標語・造形など形式は問い
ません
賞品 図書券など
応募方法 住所・氏名・年齢・電話番号・作品タイトルを明記して
郵送または持参してください
あて先 〒372－8501 今泉町二丁目410番地　市役所環境保
全課「環境作品コンテスト」係
応募締切日 10月14日（金）（郵送の場合は当日消印有効）
問い合わせ 環境保全課（内線3404）

環境フェスティバル参加者募集

環境作品コンテスト作品募集環境作品コンテスト作品募集



駐
停
車
中
な
ど
に
車
の
エ
ン
ジ

ン
を
か
け
た
ま
ま
に
し
て
暖
気
運

転
な
ど
を
行
う
こ
と
を
ア
イ
ド
リ

ン
グ
と
い
い
ま
す
。

ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
燃
料
を
使
う

と
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る

二
酸
化
炭
素
が
発
生
し
ま
す
。
ま

た
、
硫
黄
酸
化
物
な
ど
の
大
気
汚

染
物
質
も
発
生
し
ま
す
。

不
必
要
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
は
や

め
て
、
環
境
に
や
さ
し
い
車
の
使

い
方
を
心
が
け
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

環
境
保
全
課
（
内

線
３
４
０
４
）

最
近
ト
ラ
ク
タ
ー
の
盗
難
被
害

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
被
害
に
遭

わ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

●
農
作
業
が
終
わ
っ
た
ら
ト
ラ
ク

タ
ー
な
ど
の
農
機
具
は
自
宅
へ
持

ち
帰
る

●
鍵
の
か
か
る
倉
庫
な
ど
に
保
管

す
る

●
夜
間
は
保
管
場
所
や
そ
の
近
く

を
照
明
な
ど
で
明
る
く
し
て
お
く

●
不
審
者
や
不
審
車
両
を
見
か
け

た
ら
警
察
へ
通
報
す
る

問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
事
務

局
（
内
線
３
３
５
８
）

心
身
障
害
児
（
者
）
を
守
る
親

の
会
ひ
ま
わ
り
で
は
、
廃
油
せ
っ

け
ん
作
り
を
し
て
い
ま
す
が
原
料

に
混
ぜ
る
未
使
用
の
油
が
足
り
ま

せ
ん
。
賞
味
期
限
切
れ
の
も
の
で

か
ま
い
ま
せ
ん
の
で
、
未
使
用
の

食
用
油
が
あ
り
ま
し
た
ら
捨
て
る

前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ひ
ま
わ
り
（
蕁
（24）
５
０
０
２
）

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す

●
現
況
届

「
年
金
受
給
権
者
現
況
届
」
は
、

年
金
を
引
き
続
き
受
け
る
権
利
が

あ
る
か
を
確
認
す
る
た
め
の
大
事

な
届
け
出
で
す
。
現
況
届
は
、
毎

年
誕
生
月
初
旬
に
社
会
保
険
業
務

セ
ン
タ
ー
か
ら
送
ら
れ
ま
す
の
で
、

必
要
事
項
を
記
入
し
て
50
円
切
手

を
張
っ
て
、
誕
生
月
の
末
日
ま
で

に
投
か
ん
し
て
く
だ
さ
い
。

●
住
所
が
変
わ
る
と
き

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
を
受
給

し
て
い
る
人
が
、
引
越
し
な
ど
で

住
所
が
変
わ
る
と
き
は
、
お
近
く

の
社
会
保
険
事
務
所
に
、「
年
金

受
給
権
者
住
所
変
更
届
」
を
提
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
年
金
振

込
み
通
知
書
や
現
況
届
な
ど
の
書

類
が
変
更
後
の
住
所
に
送
ら
れ
な

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
変
更
届
は
、
社
会
保
険
事
務
所

や
市
役
所
な
ど
の
国
民
年
金
担
当

の
窓
口
に
あ
り
ま
す

※
変
更
届
は
は
が
き
形
式
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
郵
送
で
も
提
出

で
き
ま
す

●
年
金
受
給
者
が
死
亡
し
た
と
き

年
金
は
死
亡
す
る
と
権
利
が
な

く
な
り
ま
す
。
年
金
受
給
者
が
死

亡
し
た
と
き
は
、「
年
金
受
給
権

者
死
亡
届
」
を
14
日
以
内
に
社
会

保
険
事
務
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。提

出
が
遅
れ
る
と
年
金
が
過
払

い
に
な
り
、
遺
族
か
ら
返
納
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
年
金
は
死
亡
し
た
月
の

分
ま
で
支
払
わ
れ
ま
す
。
ま
だ
受

け
取
っ
て
い
な
い
年
金
が
あ
る
と

き
は
、
死
亡
届
と
一
緒
に
「
未
支

18

お
知
ら
せ�

文化センターの使用申し込み開始日
平成18年3月分＝9月6日（火）
平成18年4月分＝10月4日（火）
※印鑑を忘れずに持参してください（朱肉を使用するもの）

県民音楽のひろば
群馬交響楽団演奏会 ～華麗なるピアノ協奏曲～
日時 10月15日（土）午後6時30分開演
指揮 手塚幸紀　　
ピアノ 野原みどり
演奏曲目 グリンカ／歌劇「ルスランとリュドミラ」序曲
チャイコフスキー／ピアノ協奏曲第1番変ロ短調op.23
チャイコフスキー／交響曲第5番ホ短調op.64

入場料 全席指定（一般＝2,000円、高校生以下＝1,000円）

ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ

実
施
の
お
願
い

ト
ラ
ク
タ
ー
の
盗
難
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

あ
ま
っ
た
食
用
油
の
提
供
を

お
願
い
し
ま
す

今後の催し物予定
●第10回ふれあい寄席…12月10日（土）
出演者 春風亭昇太・柳家花緑・マギー司郎

●ハートフルコンサート2005…平成18年2月18日（土）
出演者 奥村愛（バイオリン）

●人形劇　14匹のかぼちゃ…平成18年3月4日（土）

国
民
・
厚
生
年
金
受
給
者

異
動
が
あ
っ
た
と
き
は

届
け
出
を
忘
れ
ず
に

期日 第1・3日曜日
時間 午前9時～午後4時
問い合わせ 文化財保護課

（蕁24－0966）

至オートレース場�

本屋�タイヤ店タイヤ店�タイヤ店�信用金庫信用金庫�信用金庫�

旧森村家住宅旧森村家住宅�旧森村家住宅�

�

自動車自動車�
　販売店　販売店�
自動車�
　販売店�



給
年
金
・
保
険
給
付
請
求
書
」
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
提
出
す
る
際
に
は
次
の

書
類
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

【
年
金
受
給
者
死
亡
届
だ
け
を
提

出
す
る
場
合
】

①
　
死
亡
し
た
人
の
年
金
証
書

②

死
亡
の
事
実
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
で
き
る
書
類

【
未
支
給
年
金
を
請
求
す
る
場
合
】

①
　
前
記
の
①
・
②
と
同
じ
書
類

②

死
亡
し
た
受
給
者
と
請
求
者

の
身
分
関
係
を
明
ら
か
に
す
る

戸
籍
謄
本

③

生
計
を
と
も
に
し
て
い
た
こ

と
を
証
明
す
る
書
類
（
住
民
票

の
写
し
な
ど
）

④

預
金
通
帳
（
請
求
者
名
義
の

も
の
）

問
い
合
わ
せ

前
橋
社
会
保
険
事

務
所
（
蕁
０
２
７
―
２
３
１
―
１

７
０
５
）

都
市
再
生
街
区
基
本
調
査
と
は
、

都
市
部
の
地
籍
調
査
を
推
進
す
る

た
め
の
基
礎
的
な
デ
ー
タ
を
整
備

す
る
も
の
で
、
人
口
が
集
中
し
て

い
る
市
街
地
（
人
口
集
中
地
区
）

を
対
象
に
実
施
す
る
調
査
で
す
。

今
回
の
調
査
は
、
国
土
地
理
院

が
測
量
を
行
い
ま
す
が
、
原
則
と

し
て
民
有
地
へ
は
立
ち
入
り
ま
せ

ん
。

期
間

９
月
か
ら
平
成
18
年
３
月

ま
で

対
象

人
口
集
中
地
区
（
旧
伊
勢

崎
市
の
一
部
）

内
容

測
量
基
準
点
の
設
置
お
よ

び
街
区
の
測
量
を
行
い
ま
す

問
い
合
わ
せ

国
土
地
理
院
関
東

地
方
測
量
部
（
蕁
０
３
―
５
２
１

３
―
２
０
５
１
）

レ
ジ
袋
は
、
家
庭
か
ら
出
る
ご

み
の
約
一
割
を
占
め
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

県
で
は
、
環
境
に
配
慮
し
た
生

活
ス
タ
イ
ル
へ
の
転
換
を
目
指
し
、

「
マ
イ
・
バ
ッ
グ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
参
加
店
（
ポ
ス

タ
ー
が
張
っ
て
あ
り
ま
す
）
で
買

い
物
を
す
る
と
、
抽
選
で
す
て
き

な
景
品
が
当
た
り
ま
す
。

あ
な
た
も
マ
イ
・
バ
ッ
グ
を
持

っ
て
買
い
物
に
行
き
ま
せ
ん
か
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間

11
月
30
日

（
水
）
ま
で

応
募
方
法

参
加
店
で
配
布
し
て

い
る
応
募
カ
ー
ド
に
、
マ
イ
・
バ

ッ
グ
で
の
買
い
物
１
回
に
つ
き
ス

タ
ン
プ
を
１
個
押
し
て
も
ら
い
ま

す
。
ス
タ
ン
プ
が
10
個
押
さ
れ
た

カ
ー
ド
を
お
店
に
提
出
す
る
か
、

マ
イ
・
バ
ッ
グ
運
動
推
進
委
員
会

ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

あ
て
先

〒
３
７
１
―
８
５
７
０

前
橋
市
大
手
町
１
―
１
―
１
　
マ

イ
バ
ッ
グ
運
動
推
進
委
員
会

応
募
締
切
日

12
月
５
日
（
月
）

※
当
日
消
印
有
効

問
い
合
わ
せ

マ
イ
・
バ
ッ
グ
運

動
推
進
委
員
会
事
務
局
（
蕁
０
２

７
―
２
２
６
―
２
８
１
７
）
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都
市
再
生
街
区
基
本
調
査
に

伴
う
測
量
な
ど
を
実
施

マ
イ
・
バ
ッ
グ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
て
い
ま
す

日程（予定）
一便＝伊勢崎駅発（午前7時47分）→浅草駅着（午前10時14分）
二便＝伊勢崎駅発（午前8時9分）→浅草駅着（午前10時34分）
到着後、自由行動にて浅草散策（東京時代まつり見学）
※昼食は各自でご用意ください

一便＝浅草駅発（午後3時49分）→伊勢崎駅着（午後5時59分）
二便＝浅草駅発（午後4時38分）→伊勢崎駅着（午後7時4分）

行
　
き

帰
り

伊勢崎市誕生記念事業�
�

（祝）�

※2便ありますが選択はできませ
ん。また、発着時間は運行上変
更になることがあります
対象 市内に在住の人
定員 750人
※定員を超えた場合は抽選（公
開）です
参加料 大人＝1,000円、子ど
も＝500円
申込方法 往復はがきに右記のと
おり記入し、郵送してください
※1グループ6人以内とし、重複
での申し込みは無効となります
申込締切日 9月16日（金）
※当日消印有効

問い合わせ 交通政策課（内線
3405）

往 信�

往復はがきの書き方�

伊
勢
崎
市
今
泉
町�

　
　
二
丁
目
四
一
〇
番
地�

伊
勢
崎
市
役
所
内�

「
浅
草
東
京
時
代
ま
つ
り�

　
　
　
　
　
　
ツ
ア
ー
」
係�

往信�

3 7 2 8 5 0 1

返 信� 伊
勢
崎
市
○
○
町
○
○�

○
○
○ 

○
○
○
様�

返信�

代
表
者
の
住
所
・
氏
名
・�

郵
便
番
号
を
書
い
て
く�

だ
さ
い�

何も書かないで�
ください�

グループで申し込む
場合は全員の住所・
氏名・年齢・電話番
号を記入し、代表者
に○印をつけてくだ
さい。小・中学生は
学年を、乳幼児は座
席が必要なとき記入
してください�



波
志
江
沼
環
境
ふ
れ
あ
い
公
園

の
変
更
が
、
都
市
計
画
決
定
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

公
園
名

伊
勢
崎
都
市
計
画
公
園

（
５
・
５
・
３
号
）
波
志
江
沼
環

境
ふ
れ
あ
い
公
園

位
置

波
志
江
町
一
丁
目

面
積

20
・
６
ヘ
ク
タ
ー
ル

問
い
合
わ
せ

県
都
市
計
画
課（
蕁

０
２
７
―
２
２
６
―
３
６
５
４
）

ま
た
は
公
園
緑
地
課
（
内
線
２
４

５
５
）

期
間

９
月
16
日
（
金
）
か
ら
10

月
17
日
（
月
）
ま
で

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す

時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

会
場

県
都
市
計
画
課
、
伊
勢
崎

土
木
事
務
所
、
都
市
計
画
課
、
赤

堀
支
所
建
設
水
道
課

※
こ
の
案
に
意
見
が
あ
る
場
合
は
、

10
月
31
日
（
月
）
ま
で
に
県
知
事

に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
縦
覧
会
場
に
備
え
付
け

の
様
式
あ
る
い
は
必
要
事
項
（
氏

名
・
住
所
・
意
見
要
旨
）
を
記
入

し
た
書
式
で
直
接
ま
た
は
郵
送
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い

意
見
書
の
提
出
先

〒
３
７
１
―

８
５
７
０
　
前
橋
市
大
手
町
１
―

１
―
１
　
県
都
市
計
画
課

問
い
合
わ
せ

県
都
市
計
画
課（
蕁

０
２
７
―
２
２
３
―
１
１
１
１
）

ま
た
は
都
市
計
画
課
（
内
線
２
２

３
５
）

環
境
影
響
評
価
法
に
基
づ
き
一

般
国
道
50
号
前
橋
笠
懸
道
路
（
都

市
計
画
道
路
前
橋
笠
懸
道
路
）
の

環
境
影
響
評
価
の
結
果
に
つ
い
て
、

周
辺
住
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞

く
た
め
に
「
環
境
影
響
評
価
準
備

書
」
の
縦
覧
と
説
明
会
を
行
い
ま

す
。

【
縦
覧
】

期
間

９
月
16
日
（
金
）
か
ら
10

月
17
日
（
月
）
ま
で

※
土
･
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す

時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

会
場

県
都
市
計
画
課
、
伊
勢
崎

土
木
事
務
所
、
都
市
計
画
課
、
赤

堀
支
所
建
設
水
道
課
、
あ
ず
ま
支

所
建
設
水
道
課

事
業
の
概
要

①

名
称
＝
一
般
国
道
50
号
前
橋

笠
懸
道
路
（
都
市
計
画
道
路
前

橋
笠
懸
道
路
）

②
　
種
類
＝
一
般
国
道
の
改
築

③

規
模
＝
延
長
約
13
㎞
、
４
車

線
④
　
事
業
実
施
区
域
＝
前
橋
市
、

伊
勢
崎
市
、
新
田
郡
笠
懸
町

⑤

関
係
地
域
の
範
囲
＝
都
市
計

画
対
象
道
路
事
業
実
施
区
域
お

よ
び
そ
の
周
辺
地
域

※
環
境
保
全
の
見
地
か
ら
準
備
書

に
つ
い
て
意
見
が
あ
る
場
合
は
、

10
月
31
日
（
月
）
ま
で
に
県
知
事

に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
縦
覧
会
場
に
備
え
付
け

の
様
式
あ
る
い
は
必
要
事
項
（
氏

名
・
住
所
お
よ
び
対
象
と
な
る
準

備
書
名
）
を
記
入
し
た
書
式
で
直

接
ま
た
は
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い

意
見
書
の
提
出
先

〒
３
７
１
―

８
５
７
０
　
前
橋
市
大
手
町
１
―

１
―
１
　
県
都
市
計
画
課

【
準
備
書
の
内
容
説
明
会
】

期
日

９
月
27
日
（
火
）

時
間

午
後
７
時
開
始

会
場

赤
堀
公
民
館

＊
　
　
　
＊

い
ず
れ
も

問
い
合
わ
せ

県
都
市
計
画
課（
蕁

０
２
７
―
２
２
３
―
１
１
１
１
）

ま
た
は
都
市
計
画
課
（
内
線
２
２

３
５
）
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皆
さ
ん
の
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ

る
「
も
え
る
ご
み
」
の
中
に
、
缶

や
鉄
類
と
い
っ
た
も
の
が
混
ざ
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ら
は
、
昨
年
一
年
間
で
１

４
８
ト
ン
に
も
な
り
ま
し
た
。
一

日
あ
た
り
で
は
、
約
４
０
０
キ
ロ

に
も
な
り
ま
す
。
缶
や
ア
ル
バ
ム

フ
ァ
イ
ル
の
金
属
部
分
な
ど
の
鉄

類
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
21

で
は
、
磁
石
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の

鉄
類
を
分
別
し
、
再
生
工
場
へ
送

っ
て
い
ま
す
が
、
缶
専
用
袋
や
も

え
な
い
ご
み
袋
へ
分
別
す
る
こ
と

で
、
よ
い
製
品
と
し
て
リ
サ
イ
ク

ル
さ
れ
ま
す
。

ご
み
の
分
別
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

清
掃
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
21
（
蕁
（32）
３
１
６
６
）

「
も
え
る
ご
み
」
の
中
の

「
も
え
な
い
ご
み
」

休日の漏水修繕などについては、竜宮浄水場
（蕁24ー1760）または下記の水道指定工事店
へ連絡してください。
９月17日（土）
９月18日（日）
９月19日（祝）
９月23日（祝）
９月24日（土）
９月25日（日）

（有）矢内設備工業
（株）高岸設備工業
（株）福田設備工業
小林保全設備（株）
（有）穂詮設備工業
中西工業（株）

蕁32ー6053
蕁25ー7278
蕁26ー0665
蕁24ー1155
蕁32ー0875
蕁25ー5900

縦
覧�

波
志
江
沼
環
境
ふ
れ
あ
い
公
園

都
市
計
画
決
定
と
縦
覧

赤
堀
都
市
計
画

前
橋
笠
懸
道
路
の

都
市
計
画
案
の
縦
覧

一
般
国
道
50
号
前
橋
笠
懸
道
路

環
境
影
響
評
価
準
備
書
の
縦
覧

▲ もえるごみの中に混入して
いたもえないごみ

・



21

期日 9月17日（土）
時間 午後1時30分開始
内容 「はすの実の会」の皆さんによる
絵本や紙芝居などの読み聞かせです
申し込み 開始10分前から

期日 9月18日（日）
時間 午後1時30分開始
対象 小学生以上
定員 20人（先着順）
参加料 100円
申し込み 9月4日（日）
から直接または電話で

期日 9月16日（金）
時間 午後6時30分～8時
定員 100人（先着順）
内容 プラネタリウムによる星座解説の
後、月やいろいろな天体を観望します
※悪天候の場合は星座教室だけ

申し込み 9月7日（水）から16日（金）
午後5時までに直接または電話で

今月の投影番組
期日 9月10日（土）から
※9月3日（土）・4日
（日）は番組入れ替えのため休みます

テーマ ぺガススに乗って秋の星座を探
そう！
投影時間 土・日曜日＝午前11時・午後
2時・4時の3回

読み聞かせの会

月見団子を作ろう

秋の星座教室と天体観望会

お月見会
期日 9月17日（土）
時間 午後1時30分開始
定員 30人（先着順）
内容 紙芝居やゲームを楽し
んだ後、お団子を食べます

参加料 100円
申し込み 9月10日（土）から

プラネタリウム

ちびっこ大工さん
期間 9月12日（月）から
17日（土）まで

時間 午後1時～5時
対象 小学生以上
内容 くぎ・金づち・
木片を使い、自由に製作します

参加料 無料
申し込み 開始10分前から随時

グミをつくろう
期日 9月24日（土）
時間 午後1時30分開始
対象 小学生
定員 20人（先着順）
内容 ゼラチンとジュースでおやつの
「グミ」を作ります
参加料 100円
申し込み 9月10日（土）から

敬老の日のプレゼント作り
期日 9月17日（土）・18日（日）
時間 午前10時～午後4時
内容 使えなくなったピンポン玉で、す
てきなキーホルダーを作ります
参加料 無料
申し込み 各日とも午前10時から随時

共同制作「秋の窓飾り」
期間 9月21日（水）から10月2日（日）
まで
時間 午前10時～午後4時
内容 画用紙でつくる楽しい壁飾りです
参加料 無料
申し込み 各日とも午前10時から随時

あそびの教室
期日 9月20日（火）
時間 午前10時30分～11時30分
対象 未就学児とその保護者
内容 絵の具で遊ぼう
※汚れても良い服装で参加してください

あそびの教室
期日 9月21日（水）
時間 午前10時30分～11時30分
対象 未就学児とその保護者
内容 シャボン玉遊びをします

あそびの教室
期日 9月22日（木）
時間 午前10時30分～11時30分
対象 未就学児とその保護者
内容 リズム遊びをします
※運動のしやすい服装で参加してくだ
さい

各児童館・児童センターでは、このほか
にもいろいろな行事を予定しています。
ぜひ一度、お問い合わせください。�



育
児
に
不
安
を
抱
え
る
親
の
相

談
相
手
に
な
る
た
め
の
子
育
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
開
催
し

ま
す
。

期
日
・
時
間
・
内
容

左
表
の
と

お
り

会
場

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

対
象

子
育
て
に
関
心
が
あ
る
人

で
各
保
健
セ
ン
タ
ー
の
保
健
事
業

に
協
力
で
き
る
人

定
員

40
人

参
加
料

無
料

申
し
込
み

９
月
８
日
（
木
）
か

ら
10
月
14
日
（
金
）
ま
で
に
直
接

ま
た
は
電
話
で
健
康
管
理
セ
ン
タ

ー
へ

問
い
合
わ
せ

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

県
看
護
協
会
伊
勢
崎
地
区
支
部

で
は
、
恒
例
の
老
人
看
護
月
間
の

イ
ベ
ン
ト
を
敬
老
の
日
に
消
防
本

部
の
協
力
の
も
と
開
催
し
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
日

９
月
19
日
（
祝
）

時
間

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
２

時
30
分

会
場

ベ
イ
シ
ア
西
部
モ
ー
ル
店

（
宮
子
町
）
正
面
入
口

内
容

血
圧
測
定
・
体
脂
肪
測
定

健
康
相
談
・
救
急
蘇
生
法
の
実
技

指
導
・
救
急
車
の
見
学
な
ど

問
い
合
わ
せ

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

期
日

９
月
30
日
（
金
）

受
付
時
間

午
前
９
時
〜
10
時

※
予
約
が
な
く
て
も
受
け
ら
れ
ま

す
が
、
待
ち
時
間
短
縮
の
た
め
に

電
話
予
約
を
お
す
す
め
し
ま
す

会
場

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

用
意
す
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

タ
オ
ル

問
い
合
わ
せ

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

赤
ち
ゃ
ん
が
健
や
か
に
育
っ
て

い
け
る
よ
う
に
、
保
健
師
・
助
産

師
が
家
庭
を
訪
問
し
、
体
重
測
定

や
発
育
・
母
乳
な
ど
の
育
児
相
談

の
ほ
か
、
お
母
さ
ん
の
体
の
相
談

な
ど
を
行
い
ま
す
。

※
最
近
、
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の

家
庭
に
「
産
後
の
お
母
さ
ん
の
ケ

ア
」
と
称
し
て
訪
問
販
売
に
来
る

ケ
ー
ス
が
あ
る
よ
う
で
す
。
市
と

は
全
く
関
係
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い

対
象

生
後
２
か
月
ご
ろ
ま
で
の

赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
母
親

問
い
合
わ
せ

各
保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
師
・
助
産
師
・
看
護
師
の

資
格
を
持
っ
て
い
な
が
ら
、
現
在

家
庭
に
い
た
り
、
看
護
職
に
就
い

て
い
な
い
人
に
資
格
を
活
用
し
て

も
ら
う
た
め
に「
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
」

へ
の
登
録
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

●
各
保
健
セ
ン
タ
ー

●
県
看
護
協
会
（
蕁
０
２
７
―
２

６
９
―
５
５
６
５
）

●
伊
勢
崎
保
健
福
祉
事
務
所
（
蕁

（25）
５
０
６
６
）

早
期
に
歯
周
疾
患
を
発
見
し
、

進
行
を
抑
制
、
歯
の
喪
失
を
予
防

す
る
た
め
の
検
診
で
す
。

実
施
期
間

12
月
22
日（
木
）ま
で

実
施
医
療
機
関

委
託
歯
科
医
療

機
関

※
申
込
者
に
受
診
券
と
実
施
歯
科

医
療
機
関
の
一
覧
表
を
送
付
し
ま
す

対
象
者

本
年
度
中
（
平
成
18
年

３
月
31
日
ま
で
）
に
40
・
50
・
60

70
歳
に
な
る
人
で
市
内
に
住
所
の

あ
る
人

内
容

歯
周
組
織
検
査
に
よ
り
、

歯
肉
炎
や
歯
周
炎
を
発
見
し
ま
す

受
診
料

５
０
０
円
（
70
歳
の
人

は
無
料
で
す
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

12
月

中
旬
ま
で
に
直
接
ま
た
は
電
話
で

各
保
健
セ
ン
タ
ー

体
の
調
子
が
悪
く
、
歯
科
医
院

に
直
接
受
診
す
る
こ
と
が
困
難
な

人
に
対
し
、
歯
科
衛
生
士
や
歯
科

医
が
家
庭
を
訪
問
し
、
歯
み
が
き

や
入
れ
歯
の
手
入
れ
な
ど
口こ

う

腔く
う

相

談
を
行
い
ま
す
。

治
療
の
必
要
な
人
は
、
保
険
診

療
で
入
れ
歯
を
作
っ
た
り
、
治
し

た
り
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

各
保
健
セ
ン
タ
ー
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子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
受
講
者
募
集

母

乳

相

談

老
人
看
護
月
間
事
業

健
康
相
談
と
応
急
手
当

〜
こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る
〜

・・

新
生
児
の
訪
問
相
談

在
宅
看
護
師
カ
ム
バ
ッ
ク
作
戦

歯
周
疾
患
個
別
検
診

・

口
腔
訪
問
の
利
用
案
内

子育てボランティア養成講座日程表�

第1回�
10月24日（月）�

第2回�
11月8日（火）�

第3回�
11月18日（金）�

9.：00～9：30時  間�
期  日� 9：30～10：30 10：45～11：45

子どもの心とからだ�
～いまどきの子育て事情～�
講師：保健師�

遊んでみよう�
講師：遊びの達人　飯塚千砂
さん�

地域で子育て支援を行う仲間たち�
～読み聞かせ活動を通じて～�
講師：レインボーキッズ�

ボランティア理論�
～何からはじめよう、ボランティア～�
講師：高橋ゆかりさん�
（群馬パース大学保健科学部）�

心を豊かにする食卓�
講師：栄養士�

子どもの心を育てるために�
講師：田坂和子さん�

オリエン�
　テーション�



夜間の小児救急医療�

子
宮
・
乳
・
甲
状
腺
が
ん
集
団

検
診
を
は
が
き
で
申
し
込
ん
だ
人

は
、
事
前
に
問
診
票
な
ど
が
郵
送

さ
れ
ま
す
。

受
診
す
る
と
き
は
、
郵
送
さ
れ

た
受
診
券
（
今
年
度
該
当
者
だ
け

発
行
）
と
問
診
票
を
必
ず
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

期
日

●
子
宮
が
ん
（
単
独
）
検
診
＝
９

月
28
日
（
水
）・
29
日
（
木
）・
30
日

（
金
）

●
子
宮
が
ん
、
乳
・
甲
状
腺
が
ん

（
並
行
）
検
診
＝
10
月
３
日
（
月
）

※
申
し
込
み
を
し
た
人
に
は
、
日

時
を
指
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
で

き
る
だ
け
指
定
さ
れ
た
日
時
に
お

越
し
く
だ
さ
い

※
変
更
の
場
合
は
必
ず
ご
連
絡
く

だ
さ
い

受
付
時
間

●
子
宮
が
ん
＝
午
後
１
時
〜
２
時

●
乳
・
甲
状
腺
が
ん

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
＝
午
前
９
時
30

分
〜
11
時
、
午
後
１
時
〜
２
時

視
触
診
＝
午
後
１
時
〜
２
時

※
午
前
中
に
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
を

実
施
し
た
人
は
、
午
後
に
視
触
診

を
実
施
し
ま
す
。
午
後
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
を
実
施
す
る
人
は
同
時
に

視
触
診
を
行
い
ま
す

※
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
は
一
人
当
た

り
の
撮
影
に
時
間
が
か
か
る
た
め
、

人
数
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
お
送
り
し
た
個
人
通
知
を
ご

覧
く
だ
さ
い

会
場

赤
堀
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

●
子
宮
が
ん
＝
20
歳
以
上
の
女
性

●
乳
・
甲
状
腺
が
ん
＝
40
歳
以
上

の
偶
数
年
齢
の
女
性

※
年
齢
は
平
成
18
年
３
月
31
日
現

在
の
も
の
で
す

※
対
象
年
齢
以
外
の
人
は
申
し
込

み
を
し
て
も
検
診
を
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い

内
容

●
子
宮
が
ん
検
診
＝
診
察
・
子
宮

頚け
い

部ぶ

細
胞
診

●
乳
が
ん
検
診
＝
マ
ン
モ
グ
ラ
フ

ィ
と
視
触
診

※
一
方
だ
け
の
受
診
は
で
き
ま
せ
ん

●
甲
状
腺
が
ん
検
診
＝
視
触
診

受
診
料

●
子
宮
が
ん
＝
５
０
０
円

●
乳
・
甲
状
腺
が
ん
＝
１
、０
０
０
円

※
70
歳
以
上
、
市
民
税
非
課
税
世

帯
、
生
活
保
護
世
帯
の
人
は
無
料

で
す

問
い
合
わ
せ

各
保
健
セ
ン
タ
ー

妊
娠
し
た
人
に
母
子
健
康
手
帳

を
交
付
し
ま
す
。

交
付
場
所

各
保
健
セ
ン
タ
ー
ま

た
は
市
民
課
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
・
宮
子

※
各
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
妊
娠

中
の
生
活
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談

も
行
っ
て
い
ま
す

問
い
合
わ
せ

各
保
健
セ
ン
タ
ー
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子
宮
・
乳
・
甲
状
腺
が
ん

集
団
検
診

介護や看護の現場では事故や危険の防止のためと称して身体拘束
や抑制がされています。
もし、大切な人がひもやベルトで縛られていたら、あなたはどう

思いますか？介護のスペシャリストが研究会を行います。傍聴は自
由です。抑制のない安心できる介護についてともに考えましょう。

期日 9月24日（土）
時間 午後1時30分～午後3時30分
会場 文化会館
①　講演「尊厳を大切にする介護」

講師 中村紀雄さん（県議会議長）
②　市民シンポジウム
『伊勢崎市民が考える「安心できる介護」とは？』
座長 美原恵里さん（介護老人保健施設アルボース施設長）

参加料 無料
※ほかにもさまざまなプログラム（有料）を予定しています。詳
しくは下記へお問い合わせください
問い合わせ 介護老人保健施設アルボース

（蕁21－2700）
http://www.kakaa.or.jp/mihara/yokusei 

母
子
健
康
手
帳
の
交
付

全国抑制廃止研究会群馬大会第7回

献血にご協力ください
期日 9月7日（水）

時間 午前9時30分～午後4時

※正午～午後1時は除きます

会場 北公民館

※全血献血（200・400ml）だけとなります

問い合わせ 北公民館（蕁25－4547）

休 日 歯 科 診 療 所 �
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海
や
山
、
プ
ー
ル
に
通
い
続
け

た
夏
。
楽
し
か
っ
た
夏
休
み
も
終

わ
り
、
心
に
残
る
よ
う
な
思
い
出

は
で
き
た
だ
ろ
う
か
。
我
が
家
で

は
毎
年
、
友
人
家
族
と
海
に
行
く

の
が
恒
例
に
な
っ
て
い
る
。
昨
年

ま
で
は
、
波
が
恐
く
て
海
に
入
る

の
を
嫌
が
っ
て
い
た
下
の
子
が
、

い
つ
の
ま
に
か
波
と
戯
れ
浮
き
輪

片
手
に
は
し
ゃ
い
で
い
る
姿
を
見

て
、
成
長
し
て
い
る
ん
だ
な
ぁ
と

た
く
ま
し
く
思
っ
た
。
や
っ
ぱ
り

子
ど
も
は
、
体
で
感
じ
る
思
い
出

の
ほ
う
が
好
き
な
の
か
な
と
感
じ

た
一
瞬
だ
っ
た
。

（
ゆ
）

8

最後まであきらめない（境南中学校）�

■応募方法�
�
�
�
■あて先  �

撮影者の住所・氏名・電話番号を記入し、
サービス判を郵送またはデジカメで撮
影した画像（200万画素以上）はメー
ルでお送りください。�
〒372-8501 今泉町二丁目410番地
市役所広報課「街かど写真工房」係�
　　kouhou@city.isesaki.lg.jp

8

陸上部に所属する町田彩乃さんは、昨
年夏の佐波郡中学校総合体育大会で100
ｍハードルに出場し、１位に輝きました。
しかし、新市となって第１回を迎えたこ
の夏の大会では、惜しくも入賞を逃して
しまいました。現在は、「自分が納得す
るまで走りたい」と、秋に行われる新人
戦（３年生：100ｍハードル）に３年間
のすべてをかけるため、練習に励んでい
ます。
また、将来は介護の道に進みたいと話

してくれ、今後も彩乃さんの活躍する姿
が見られそうです。

「下植木花の里」

撮影者 田中岩男さん（今泉町一丁目）

以前はたくさんのごみが捨てられ
ていた場所が、山野草園と水生生物
の生活空間（ミニビオトープ）とし
てよみがえりました。

場所 市民サービスセンター・宮子（アイオー
信用金庫TBSハウジング支店2階）

時間 月～金曜日＝午前9時～午後7時
土曜日＝午前10時～午後6時
※日曜日・祝日は休みます

業務内容 住民票、戸籍謄抄本、戸籍の附票、身分
証明、印鑑証明などの証明書の交付

問い合わせ 市民サービスセンター・宮子
（蕁20－7000）

平日午後7時まで交付しています�
住民票住民票・印鑑証明印鑑証明などの各種証明書の各種証明書�

�
平日午後7時まで交付しています�
住民票住民票・印鑑証明印鑑証明などの各種証明書の各種証明書�

�
平日午後7時まで交付しています�
住民票・印鑑証明などの各種証明書�




